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宋
代
に
お
け
る
「
醉
僧
圖
」
と
醉
僧
形
象

王

歡

は
じ
め
に

唐
代
の
畫
論
著
作
『
貞
觀
公
私
畫
史
』
や
『
歷
代
名
畫
記
』
の
記
錄
に
よ
る
と
、「
醉
僧
圖
」
を
畫
題
と
し
た
も
の
で
は
南
朝
梁
の
畫

家
張
僧
繇
の
作
品
が
最
も
早
い
創
作
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
傳
世
の
繪
畫
作
品
及
び
關
連
す
る
題
跋
や
詩
文
を
見
る
と
、
醉

僧
を
主
題
と
し
た
繪
畫
は
特
に
宋
代
に
流
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
す
る
「
醉
僧
圖
」
と
見
な
さ
れ
る
作
品
は
四
點
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
點
は
「
醉
僧
圖
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
二
點
に
つ
い

て
は
題
名
が
異
な
る
が
、
内
容
と
し
て
は
「
醉
僧
圖
」
の
主
題
に
屬
す
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
繪
畫
で
描
か
れ
た
醉
僧
は
、

酒
に
醉
っ
た
勢
い
で
草
書
を
作
成
す
る
唐
代
の
僧
懷
素
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

。（
圖

〜

）

（１）

1

4

「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
先
行
硏
究
で
は
、
主
に
懷
素
が
醉
っ
た
狀
態
で
狂
草
を
書
く
姿
に
焦
點
を
當
て
、「
醉
僧
圖
」
の
意
味
や
そ
の

文
化
背
景
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る

。
特
に
鄭
文
倩
氏
は
、
宋
代
に
流
行
し
た
「
醉
僧
圖
」
は
懷
素
を
主
題
と
す
る
も
の
の

（２）

み
な
ら
ず
、
禪
定
に
入
っ
た
醉
僧
が
表
現
さ
れ
た
作
品
も
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る

。
し
か
し
、
筆
者
は
、
僧
懷
素
を
表
現
す
る
「
醉

（３）
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僧
圖
」
の
ほ
か
に
、
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
の
系
統
に
屬
す
る
も
の
も
流
行
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
鄭
氏
の
論
述
は
「
醉
僧

圖
」
の
圖
像
分
析
に
重
點
を
置
い
て
お
り
、
宋
代
の
人
々
が
醉
僧
及
び
「
醉
僧
圖
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
宋
代
以

降
に
「
醉
僧
圖
」
へ
の
關
心
が
徐
々
に
薄
れ
て
い
っ
た
の
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
醉
僧
圖
」
が
現
れ
た
背
景
と
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
宋
代
の
「
醉
僧
圖
」
に
關
連
す
る
詩
文
や
題

跋
を
通
じ
て
、
當
時
の
人
々
の
醉
僧
に
對
す
る
考
え
と
評
價
を
詳
細
に
考
察
・
分
析
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
代
に
お
け
る
醉

僧
及
び
「
醉
僧
圖
」
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
と
期
待
す
る
。

一
、「
醉
僧
圖
」
の
由
來

「
醉
僧
圖
」
を
最
初
に
描
い
た
と
さ
れ
る
の
は
、
南
朝
梁
の
武
帝
の
時
の
畫
家
張
僧
繇
で
あ
る
。
張
僧
繇
は
道
釋
畫
を
得
意
と
し
、
佛

敎
を
深
く
信
仰
し
て
い
た
武
帝
が
建
立
し
た
多
く
の
寺
院
の
裝
飾
畫
を
手
掛
け
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る

。
（４）

張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
に
つ
い
て
、
唐
代
の
劉
餗
が
『
隋
唐
嘉
話
』
に
次
の
よ
う
に
記
錄
し
て
い
る
。

張
僧
繇
始
作
「
醉
僧
圖
」
。
道
士
每
以
此
嘲
僧
。
群
僧
恥
之
、
於
是
聚
錢
數
十
萬
、
貿
閻
立
本
作
「
醉
道
士
圖
」
。
今
並
傳
於
代
。
（５）

張
僧
繇
始
め
て
「
醉
僧
圖
」
を
作
る
。
道
士
每
に
此
を
以
て
僧
を
嘲
る
。
群
僧
之
を
恥
じ
、
是
に
於
い
て
錢
數
十
萬
を
聚
め
、
閻
立

本
に
貿
え
て
「
醉
道
士
圖
」
を
作
ら
し
む
。
今
並
び
に
代
に
傳
は
る
。

張
僧
繇
が
「
醉
僧
圖
」
を
描
い
た
後
、
道
士
た
ち
は
こ
れ
を
見
て
い
つ
も
僧
侶
を
嘲
っ
て
い
た
た
め
、
群
僧
は
お
金
を
集
め
て
、
閻
立
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本
に
依
賴
し
て
「
醉
道
士
圖
」
を
作
り
、
彼
ら
に
對
抗
し
た
。
こ
れ
ら
二
圖
は
當
時
の
世
に
傳
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

劉
餗
の
『
隋
唐
嘉
話
』
の
ほ
か
に
、
唐
代
の
裴
孝
源
の
『
貞
觀
公
私
畫
史
』

及
び
張
彦
遠
の
『
歷
代
名
畫
記
』

に
も
張
僧
繇
の
「
醉

（６）

（７）

僧
圖
」
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
醉
僧
圖
」
の
内
容
や
趣
旨
、
醉
僧
の
姿
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
の
か
、
醉
僧
は
一

人
な
の
か
大
勢
な
の
か
、
そ
れ
は
醜
態
を
演
じ
て
い
る
姿
な
の
か
、
或
は
單
な
る
戲
畫
的
な
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
點
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
言
及
が
な
く
、
多
く
の
疑
問
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

醉
僧
と
は
、
文
字
通
り
に
と
れ
ば
、
醉
っ
た
僧
侶
の
こ
と
を
指
す
。
佛
敎
で
は
不
飮
酒
戒
に
よ
っ
て
出
家
者
及
び
在
家
信
者
の
飮
酒
を

禁
じ
て
い
る
が
、
實
際
に
は
そ
う
簡
單
に
制
御
で
き
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

佛
敎
は
紀
元
前
後
に
中
國
へ
傳
來
し
、
戒
律
の
展
開
は
三
國
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

。
佛
典
で
は
飮
酒
が
嚴
し
く
禁
じ
ら

（８）

れ
て
お
り
、
戒
律
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
、
出
家
者
は
不
飮
酒
戒
を
守
る
べ
き
で
あ
る

。
し
か
し
、
當
時
の
佛
敎
關
連
の
文
獻
で
は
僧

（９）

侶
の
飮
酒
事
例
が
時
折
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
後
漢
末
期
の
沙
門
と
言
わ
れ
る
牟
子
の
「
理
惑
論
」
に
は
「
今
沙
門
耽
好
酒
漿
、
或
畜
妻

子
。
取
賤
賣
貴
、
專
行
詐
紿
。（
今
沙
門
は
酒
漿
を
耽
好
し
、
或
い
は
妻
子
を
畜
ふ
。
賤
を
取
り
貴
を
賣
り
、
專
ら
詐
紿
を
行
ふ
）

」
と
、

（10）

僧
侶
の
樣
々
な
破
戒
行
爲
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

張
僧
繇
が
「
醉
僧
圖
」
を
描
い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
佛
敎
が
深
く
信
仰
さ
れ
榮
え
て
い
た
南
朝
梁
に
も
、
僧
侶
が
酒
を
飮
む
行
爲
が
記

錄
さ
れ
て
い
る
。
武
帝
が
僧
侶
た
ち
に
酒
肉
を
控
え
る
よ
う
に
と
命
じ
た
「
斷
酒
肉
文
」
に
は
、
當
時
の
出
家
者
が
酒
を
飮
ん
で
肉
を
食

べ
る
行
爲
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
酒
肉
を
禁
斷
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る

。
ま
た
、『
隋
唐
嘉
話
』
に
あ
る
「
群
僧
恥
之
」
と
い

（11）

う
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
に
對
す
る
否
定
的
な
評
價
か
ら
、
彼
が
描
い
た
の
は
僧
侶
が
醉
っ
た
無
樣
な
樣
子
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

恐
ら
く
こ
の
繪
は
、
惡
行
を
戒
め
る
た
め
の
勸
誡
畫
と
し
て
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
僧
侶
の
飮
酒
行
爲
は
、
南
朝
梁
だ
け
で
は
な
く
、
唐
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代
に
至
っ
て
も
批
判
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

北
宋
に
董
逌
が
著
し
た
『
廣
川
畫
跋
』
に
は
、
劉
餗
の
『
隋
唐
嘉
話
』
に
言
及
さ
れ
た
「
醉
僧
圖
」
と
「
醉
道
士
圖
」
に
關
す
る
記
述

が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
あ
る
人
は
僧
侶
が
戒
律
を
無
視
し
て
酒
を
飮
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
い
て
い
る
と
記
錄
さ
れ

て
い
る

。
（12）

醉
僧
圖
、
唐
説
本
出
張
僧
繇
、
以
爲
戲
僧
圖
。
又
謂
顧
長
康
嘗
以
所
見
於
寺
而
寓
之
圖
、
以
發
嗢
噱
。
今
考
張
舜
賓
、
李
嗣
眞
、
朱

景
眞
畫
錄
、
皆
無
此
事
。
不
知
其
説
果
何
據
。
劉
餗
又
謂
閻
立
本
添
冠
巾
爲
道
士
、
此
自
爲
「
醉
道
士
圖
」
矣
。
非
此
謂
也
。

或
曰
、
梵
敎
西
來
。
自
魏
黃
初
、
始
許
中
國
人
依
律
爲
僧
。
其
法
戒
甚
嚴
、
不
應
至
顧
長
康
時
已
極
於
此
。
曰
、
余
觀
惠
深
與
經
律

法
師
群
議
立
制
、
便
謂
不
遵
禁
典
。
無
賴
姦
人
、
囊
槖
其
閒
、
本
非
求
淨
土
泥
洹
也
。
當
太
武
西
伐
蓋
呉
、
長
安
沙
門
飮
從
官
酒

。
（13）

發
其
窟
室
、
命
有
司
按
寺
誅
之
。
閲
其
財
産
、
大
得
釀
具
。
然
考
之
太
武
與
顧
長
康
、
其
久
近

可
以
知
也
。
彼
授
僧
律
者
沈
酣
若

（14）

此
、
則
聚
飮
而
歌
舞
、
亦
當
時
常
有
也
。

醉
僧
圖
、
唐
説
は
本
よ
り
張
僧
繇
に
出
で
、
以
て
戲
僧
圖
と
爲
す
。
又
た
顧
長
康
嘗
て
寺
に
見
る
所
を
以
て
之
を
圖
に
寓
し
、
以
て

嗢
噱
を
發
す
と
謂
ふ
。
今
張
舜
賓
・
李
嗣
眞
・
朱
景
眞
の
畫
錄
を
考
ふ
る
に
、
皆
な
此
の
事
無
し
。
其
の
説
果
し
て
何
に
據
る
か
を

知
ら
ず
。
劉
餗
又
た
謂
ふ
、
閻
立
本
冠
巾
を
添
へ
て
道
士
を
爲
り
、
此
れ
自
ら
「
醉
道
士
圖
」
爲
り
、
と
。
此
の
謂
ひ
に
非
ざ
る
な

り
。

或
ひ
と
曰
く
、
梵
敎
西
よ
り
來
た
る
。
魏
の
黃
初
自
り
、
始
め
て
中
國
の
人
の
律
に
依
り
て
僧
と
爲
る
を
許
す
。
其
の
法
戒
甚
だ
嚴

し
く
、
應
に
顧
長
康
の
時
に
至
り
て
已
に
此
こ
に
極
む
べ
か
ら
ず
。
曰
く
、
余
惠
深
と
經
律
法
師
と
群
議
し
て
立
制
す
る
を
觀
る
に
、

便
ち
禁
典
に
遵
は
ざ
る
を
謂
ふ
。
無
賴
の
姦
人
、
其
の
閒
に
囊
槖
し
、
本
よ
り
淨
土
泥
洹
を
求
む
る
に
非
ざ
る
な
り
。
太
武
西
に
蓋
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呉
を
伐
つ
に
當
り
、
長
安
の
沙
門
從
官
の
酒
を
飮
む
。
其
の
窟
室
を
發
し
、
有
司
に
命
じ
て
寺
を
按
じ
て
之
を
誅
め
し
む
。
其
の
財

産
を
閲
し
、
大
い
に
釀
具
を
得
。
然
れ
ど
も
之
を
太
武
と
顧
長
康
と
に
考
ふ
れ
ば
、
其
の
久
近
以
て
知
る
べ
き
な
り
。
彼
の
僧
律
を

授
か
る
者
す
ら
沈
酣
し
て
此
く
の
若
く
ん
ば
、
則
ち
聚
飮
し
て
歌
舞
す
る
も
、
亦
た
當
時
常
に
有
る
こ
と
な
り
。

董
逌
は
ま
ず
、「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
議
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
繪
は
、
唐
代
に
は
張
僧
繇
の
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
、「
戲
僧
圖
」

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
東
晉
の
顧
愷
之
が
寺
院
で
見
た
醉
っ
た
僧
侶
の
姿
を
描
い
た
と
い
う
別
の
説
も
あ
る
が
、
張
彦
遠
や
李

嗣
眞
、
朱
景
玄
の
著
錄
に
は
顧
愷
之
の
「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
記
錄
は
な
く
、
そ
の
根
據
は
不
明
で
あ
る

。
さ
ら
に
、
董
逌
は
、
こ
の

（15）

繪
を
劉
餗
が
言
及
し
た
閻
立
本
が
醉
僧
に
冠
巾
を
加
え
て
作
っ
た
「
醉
道
士
圖
」
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る

。
（16）

續
い
て
、
董
逌
は
「
醉
僧
」
に
つ
い
て
、
南
齊
の
慧
深
の
時
に
、
す
で
に
多
く
の
僧
が
戒
律
を
守
ら
ず
、
本
來
佛
敎
を
信
じ
て
い
な
い

人
々
が
寺
院
を
隱
れ
家
と
し
て
い
た
こ
と

を
引
用
し
、
ま
た
北
魏
の
太
武
帝
が
長
安
の
寺
院
に
隱
さ
れ
た
酒
器
や
財
産
を
大
量
に
見
つ

（17）

け
た
例

を
擧
げ
て
、
昔
か
ら
僧
侶
が
酒
を
飮
む
こ
と
は
多
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（18）

董
逌
は
自
身
が
見
た
「
醉
僧
圖
」
の
作
者
や
内
容
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
そ
の
記
述
及
び
跋
文
に
あ
る
「
戲
僧
圖
」
や

「
以
發
嗢
噱
」
と
い
う
評
語
か
ら
、
こ
の
繪
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
戒
律
を
守
ら
ず
に
醉
い
し
れ
た
、
無
樣
な
僧
侶
の
姿
で
あ
る
と
推
測

で
き
る
。
こ
れ
は
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
に
近
い
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
模
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
見
て
き
た
「
醉
僧
圖
」
は
、
書
を
揮
毫
し
よ
う
と
す
る
姿
が
描
か
れ
た
傳
世
の
「
醉
僧
圖
」
と
は
異
な
り
、
そ
の
間
に
何
ら
か

の
變
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
張
僧
繇
以
降
、
醉
僧
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
變
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
檢
討

し
て
い
く
。
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二
、
懷
素
醉
僧
圖

傳
世
の
「
醉
僧
圖
」
と
題
さ
れ
た
繪
畫
は
二
點
あ
る
。
一
つ
は
臺
北
國
立
故
宮
博
物
院
に
所
藏
さ
れ
て
お
り
、「
嘉
定
庚
午
劉
松
年
畫
」

と
い
う
落
款
が
左
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
あ
り
、
「
李
伯
時
畫
」
と
落
款
が
あ
る

。
雙
方

（19）

の
作
品
に
は
、
下
記
の
詩
句
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
畫
中
の
情
景
は
こ
の
詩
意
に
沿
っ
て
描
か
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。

人
人
送
酒
不
曾
沽
、
每
日
松
間
掛
一
壺
。
草
聖
欲
來
狂
便
發
、
眞
堪
畫
作
醉
僧
圖
。

人
人
酒
を
送
り
曾
て
沽
は
ず
、
每
日
松
の
間
に
一
壺
を
掛
く
。
草
聖
來
た
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
狂
便
ち
發
し
、
眞
に
畫
き
て
醉
僧
圖
と

作
る
に
堪
ふ
。

多
少
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
北
宋
の
郭
若
虛
の
『
圖
畫
見
聞
誌
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
唐
代
の
懷
素
の
作
と
さ
れ
て

い
る

。
郭
若
虛
の
記
述
は
劉
餗
の
『
隋
唐
嘉
話
』
の
内
容
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
張
僧
繇
が
「
醉
僧
圖
」
を
作
る
こ
と
と
、
道

（20）

士
が
こ
れ
で
僧
を
嘲
る
こ
と
の
間
に
懷
素
の
詩
を
插
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

又
僧
繇
曾
作
「
醉
僧
圖
」
傳
於
世
。
長
沙
僧
懷
素
有
詩
云
、
人
人
送
酒
不
曾
沽
、
終
日
松
間
繫
一
壺
。
草
聖
欲
成
狂
便
發
、
眞
堪
畫

入
「
醉
僧
圖
」。
然
道
士
每
以
此
嘲
僧
。
群
僧
於
是
聚
鏹
數
十
萬
、
求
立
本
作
「
醉
道
圖
」。
並
傳
於
代
。
（21）

又
た
僧
繇
曾
て
「
醉
僧
圖
」
を
作
り
世
に
傳
は
る
。
長
沙
の
僧
懷
素
に
詩
有
り
て
云
く
、
人
人
酒
を
送
り
曾
て
沽
は
ず
、
終
日
松
の

間
に
一
壺
を
繫
く
。
草
聖
成
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
狂
便
ち
發
し
、
眞
に
畫
き
て
「
醉
僧
圖
」
に
入
る
に
堪
ふ
、
と
。
然
れ
ど
も
道
士
每

に
此
を
以
て
僧
を
嘲
る
。
群
僧
是
に
於
い
て
鏹
數
十
萬
を
聚
め
、
立
本
に
求
め
て
「
醉
道
圖
」
を
作
ら
し
む
。
並
び
に
代
に
傳
は
る
。
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郭
若
虛
に
よ
る
編
集
を
通
じ
て
、
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
に
描
か
れ
た
も
の
は
、
懷
素
の
詩
に
あ
る
「
草
聖
欲
成
狂
便
發
」
と
い
う
酒

に
醉
っ
て
狂
草
を
創
作
し
よ
う
と
す
る
醉
僧
の
姿
と
結
び
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
草
聖
」
と
は
「
狂
草
」
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る

。
（22）

狂
草
の
創
作
は
酒
を
飮
む
こ
と
や
風
狂
な
行
動
と
關
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
懷
素
も
常
に
醉
っ
た
狀
態
で
草
書
を
書
く
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
唐
代
に
は
王
邕
、
竇
冀
、
任
華
、
戴
叔
倫
な
ど
多
く
の
文
人
た
ち
が
「
懷
素
上
人
草
書
歌
」
と
題
し
た
歌
を
作
り
、
懷

素
の
狂
逸
な
草
書
の
創
作
の
樣
子
を
描
寫
し
て
い
る

。
例
え
ば
、
任
華
は
、
懷
素
が
狂
氣
じ
み
た
狀
態
で
大
聲
を
上
げ
な
が
ら
、
腕
を

（23）

振
り
上
げ
、
一
瞬
で
千
萬
の
文
字
を
書
き
留
め
る
姿
を
詠
ん
で
い
る
。
彼
の
草
書
は
、
巨
大
な
鯨
魚
が
海
島
に
向
か
っ
て
突
進
す
る
か
の

よ
う
で
、
ま
た
長
い
蛇
が
草
叢
を
這
い
拔
け
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
樣
々
な
變
化
に
富
む
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る

。
（24）

懷
素
は
酒
を
愛
し
、
草
書
を
好
ん
で
お
り
、
醉
っ
た
狀
態
で
狂
草
を
創
作
す
る
樣
子
は
、
彼
よ
り
少
し
前
の
時
代
の
張
旭
に
似
て
い
る

と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
懷
素
と
は
異
な
り
、
張
旭
は
出
家
者
で
は
な
い
。
當
時
の
人
々
は
し
ば
し
ば
彼
ら
を
同
列
に
論
じ
、
懷
素
を
「
以

狂
繼
顚
」
と
評
價
し
、
彼
の
飮
酒
行
爲
を
破
戒
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

。
こ
の
よ
う
に
、
懷
素
は
酩
酊
し
な
が
ら
狂
逸
な

（25）

草
書
を
創
作
す
る
狂
僧
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
、「
醉
僧
」
は
懷
素
の
別
稱
と
も
な
っ
た

。
ま
た
、
懷
素
が
「
醉
僧
圖
」
に
對
し

（26）

て
「
眞
堪
畫
入
醉
僧
圖
」
と
嘆
じ
た
の
は
、
張
僧
繇
が
描
い
た
醉
僧
の
姿
か
ら
、
自
分
自
身
が
酒
に
醉
っ
て
草
書
を
揮
毫
す
る
樣
子
を
連

想
し
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
醉
っ
た
狀
態
こ
そ
が
、
草
書
創
作
に
お
い
て
必
要
な
境
地
で
あ
り
、
樣
々
な
變
化
や
不
思
議
な
效
果
を
生
み

出
す
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

。
（27）

つ
ま
り
、
當
時
の
人
々
は
懷
素
が
出
家
者
で
あ
り
な
が
ら
酒
を
飮
む
こ
と
は
特
に
問
題
視
せ
ず
、
彼
の
風
狂
な
創
作
の
狀
態
及
び
狂
草

作
品
の
出
來
榮
え
に
の
み
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
懷
素
の
影
響
の
も
と
で
、「
醉
僧
圖
」
の
焦
點
が
、
醉
っ
た
僧



- 64 -

侶
へ
の
批
判
か
ら
、
醉
僧
の
狂
草
創
作
へ
の
關
心
に
變
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
懷
素
が
酒
に
醉
い
な
が
ら
草
書
を
書

く
姿
と
彼
の
「
人
人
送
酒
」
と
い
う
詩
の
影
響
を
受
け
て
、
宋
代
に
は
「
懷
素
醉
僧
圖
」
が
生
み
出
さ
れ
た
。

北
宋
の
文
人
畫
家
李
公
麟
は
「
醉
僧
圖
」
を
描
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
宣
和
畫
譜
』
に
は
李
公
麟
の
「
醉
僧
圖
」
が
記
錄
さ
れ
て
お

り

、
同
時
代
の
毛
滂
や
慧
洪

も
彼
の
「
醉
僧
圖
」
に
對
し
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
毛
滂
の
「
跋
李
伯
時
醉
僧
圖
」
を
見
て
み

（28）

（29）

よ
う
。道

人
三
昧
一
壺
中
、
筆
下
驚
蛇
怖
小
童
。
日
日
松
間
好
消
息
、
酒
香
先
過
野
橋
風
。
（30）

道
人
三
昧
一
壺
の
中
、
筆
下
の
驚
蛇
小
童
を
怖
れ
し
む
。
日
日
松
間
の
好
消
息
、
酒
香
先
に
過
ぐ
る
野
橋
の
風
。

毛
滂
は
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
彼
の
詩
は
懷
素
を
對
象
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
句
目
「
道
人
三
昧
一
壺
中
」
に
お

け
る
「
三
昧
」
は
、
懷
素
が
自
ら
草
書
の
奧
義
を
極
め
た
と
言
っ
た
（
「
自
言
得
草
聖
三
昧

」
）
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
狂
草
の
奧

（31）

義
は
、
ま
さ
に
そ
の
壺
の
酒
に
あ
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。「
驚
蛇
」
は
、
懷
素
の
草
書
の
粗
放
で
あ
り
な
が
ら
自
由
な
筆
使
い
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、「
筆
下
驚
蛇
怖
小
童
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
李
公
麟
の
「
醉
僧
圖
」
に
描
か
れ
た
の
は
、
狂
草
を
書
く
懷
素
の
姿
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
酒
に
醉
っ
た
狀
態
で
の
創
作
に
お
け
る
誇
張
さ
れ
た
動
作
や
、
完
成
し
た
作
品
の
狂

逸
な
出
來
榮
え
が
子
供
を
驚
か
せ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
日
日
松
間
好
消
息
」
は
、
懷
素
の
詩
句
「
終
日
松
間
繫
一
壺
」
に

基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
。

懷
素
が
「
醉
僧
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
李
公
麟
の
繪
に
は
彼
が
醉
っ
た
狀
態
で
草
書
を
書
く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
作
品

は
「
醉
僧
圖
」
と
題
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
は
單
に
酒
に
醉
い
潰
れ
る
僧
侶
を
描
い

て
お
り
、
批
判
的
な
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
僧
懷
素
が
描
か
れ
た
「
醉
僧
圖
」
と
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
と
は
別
物
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で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
懷
素
は
「
醉
い
」
と
い
う
狀
態
を
藝
術
創
作
に
不
可
缺
な
要
素
と
し
て
捉
え
て
い
る
た
め
、
毛
滂
も
そ
れ
を
踏

ま
え
て
こ
の
詩
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。

續
い
て
、
董
逌
が
『
廣
川
畫
跋
』
で
言
及
し
た
、
酒
に
醉
い
し
れ
た
僧
侶
を
描
寫
す
る
「
醉
僧
圖
」
に
つ
い
て
、
宋
代
の
人
々
が
ど
の

よ
う
な
理
解
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
檢
討
し
て
い
く
。

三
、
遇
賢
型
の
「
醉
僧
圖
」

（
一
）
文
人
た
ち
の
評
價

『
貞
觀
公
私
畫
史
』
と
『
歷
代
名
畫
記
』
に
よ
る
と
、
唐
代
に
は
張
僧
繇
に
よ
る
「
醉
僧
圖
」
の
原
本
ま
た
は
模
本
が
存
在
し
て
い
た

が
、
宋
代
以
降
は
董
逌
の
記
述
を
除
き
、
張
僧
繇
「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
記
錄
は
見
出
せ
な
い
。
一
方
、
宋
代
の
詩
文
や
題
跋
で
は
、
道

で
倒
れ
て
い
る
醉
僧
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
描
か
れ
た
醉
僧
は
、
禪
宗
の
燈

史
に
記
錄
さ
れ
た
五
代
宋
初
の
僧
遇
賢
と
似
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
遇
賢
型
の
「
醉
僧
圖
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
黃
庭
堅
の
「
題
畫
醉
僧
圖
」
を
見
て
み
よ
う
。

醉
李
有
狂
僧
、
無
日
不
飮
酒
。
或
戲
與
酒
、
令
自
作
祭
文
。
卽
應
聲
曰
、
惟
靈
生
在
閻
浮
提
中
、
不
貪
不
妬
、
愛
喫
酒
子
。
倒
街
臥

路
。
想
汝
直
待
生
兜
率
陀
天
、
爾
時
方
斷
得
故
。
何
以
故
。
淨
土
之
中
、
無
酒
得
酤
。
（32）

醉
李
に
狂
僧
有
り
、
日
と
し
て
酒
を
飮
ま
ざ
る
無
し
。
或
ひ
と
戲
む
れ
に
酒
を
與
へ
、
自
ら
祭
文
を
作
ら
し
む
。
卽
ち
應
聲
し
て
曰
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く
、
惟
れ
靈
は
生
ま
れ
て
閻
浮
提
の
中
に
在
り
、
貪
ら
ず
妬
ま
ず
、
酒
子
を
喫
む
を
愛
す
。
街
に
倒
れ
路
に
臥
す
。
想
ふ
に
汝
直
だ

兜
率
陀
天
に
生
る
る
を
待
ち
、
爾
の
時
方
に
斷
つ
を
得
る
故
な
り
。
何
を
以
て
故
か
。
淨
土
の
中
、
酒
の
酤
る
を
得
る
無
し
。

こ
こ
で
は
、
日
々
酒
を
嗜
む
狂
僧
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
が
他
人
に
應
じ
て
自
ら
作
っ
た
祭
文
の
中
で
、
自
分
が
酒
を
愛
し
、
醉

っ
拂
う
と
道
端
に
倒
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
淨
土
に
は
酒
を
賣
る
場
所
が
な
い
た
め
、
兜
率
陀
天
に
往
生
す
る
ま
で
斷
酒
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
述
べ
て
い
る
。

黃
庭
堅
の
跋
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る
祭
文
は
、
趙
令
畤
の
『
侯
鯖
錄
』
で
は
蘇
軾
の
發
言
と
し
て
記
錄
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
狂
僧
が

酒
に
醉
っ
て
死
に
か
け
た
時
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る

。
（33）

同
樣
の
記
述
は
慧
洪
の
『
林
間
錄
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
祭
文
の
ほ
か
に
、
慧
洪
は
こ
の
狂
僧
を
「
吐
詞
怪
奇
、
世
莫
能
凡
聖
之
。（
詞

を
吐
く
こ
と
怪
奇
に
し
て
、
世
能
く
之
を
凡
聖
と
す
る
こ
と
莫
し
）

」
と
評
價
し
、
彼
が
普
通
の
僧
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（34）

慧
洪
自
身
は
禪
僧
で
あ
り
、
謝
逸
が
書
い
た
『
林
間
錄
』
の
序
文
か
ら
、
こ
の
書
は
高
僧
や
賢
者
の
言
動
を
記
錄
し
、
慧
洪
が
彼
ら
に
對

し
て
抱
く
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、
内
容
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
酒
を
飮
む
狂

（35）

僧
は
、
當
時
の
蘇
軾
や
黃
庭
堅
、
慧
洪
な
ど
の
文
人
た
ち
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
の
醉
僧
に
對
し
て
批
判
的
で

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

醉
僧
の
名
前
に
つ
い
て
は
三
人
と
も
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
醉
僧
が
作
っ
た
祭
文
の
一
部
は
、
南
宋
の
正
受
が
編
纂
し
た
『
嘉

泰
普
燈
錄
』
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
五
代
宋
初
の
酒
仙
と
し
て
知
ら
れ
る
僧
遇
賢
の
偈
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
、
同
書

（36）

に
收
錄
さ
れ
た
遇
賢
の
傳
記
に
よ
る
と
、
彼
は
三
十
歳
で
具
足
戒
を
受
け
た
が
、
普
段
か
ら
酒
を
好
ん
で
お
り
、
醉
っ
た
際
に
詩
文
を
作

り
、
人
々
を
戒
め
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る

。
（37）
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遇
賢
に
關
す
る
早
期
の
記
錄
は
、
北
宋
の
朱
長
文
が
編
纂
し
た
『
呉
郡
圖
經
續
記
』
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
長
洲
東
禪
寺
に
住
む
僧
で
、

林
氏
の
姓
を
持
ち
、
酒
を
よ
く
飮
ん
で
お
り
、
人
の
禍
福
を
預
知
す
る
能
力
が
あ
り
、
符
を
用
い
て
病
氣
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る

。
ま
た
、
北
宋
の
龔
明
之
が
編
纂
し
た
『
中
呉
紀
聞
』
に
も
遇
賢
に
關
す
る
記
述
が
あ
り
、
彼
の
飮
酒
の
量
は
計
り
知
れ
ず
、

（38）

身
の
回
り
に
は
常
に
奇
妙
な
出
來
事
が
起
こ
り
、
詩
を
作
る
こ
と
も
好
む
と
い
う

。
（39）

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
遇
賢
は
不
思
議
な
力
を
持
ち
、
酒
を
好
み
、
醉
っ
た
狀
態
で
詩
を
詠
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
詩
は
人
々
を
戒

め
、
善
な
る
道
へ
と
導
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

遇
賢
は
『
嘉
泰
普
燈
錄
』
に
お
い
て
「
應
化
聖
賢
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
應
化
聖
賢
」
と
は
、
佛
や
菩
薩
が
世
の
人
々
を
救

う
た
め
に
、
相
手
の
性
質
や
根
機
に
應
じ
て
姿
を
變
え
て
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
佛
や
菩
薩
が
こ
の
世
に
現
れ
る
際
、
必
ず
し

も
聖
な
る
姿
で
現
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
般
の
人
々
と
區
別
が
つ
か
な
い
時
も
あ
れ
ば
、
反
逆
者
の
姿
を
と
る
こ
と
も
あ
る

。『
呉
郡

（40）

圖
經
續
記
』
に
も
、
當
時
の
人
々
が
遇
賢
は
靈
巖
寺
の
智
積
菩
薩
に
似
て
い
る
と
考
え
、
彼
を
智
積
菩
薩
の
再
來
で
あ
る
と
見
な
し
て
い

た
、
と
い
う
記
述
が
あ
る

。
つ
ま
り
、
遇
賢
は
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
悟
り
を
開
い
た
狀
態
に
あ
る
た
め
、
彼
が
酒
を

（41）

飮
む
こ
と
は
破
戒
行
爲
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
。
人
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
應
じ
た
敎
化
を
行
う
方
便
と
し
て
、
彼
は
意
圖
的
に
酒

を
飮
む
狂
僧
の
姿
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
當
時
の
文
人
が
こ
の
醉
僧
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
蘇
軾
の
「
醉
僧
圖
頌
」
を
手
が
か
り
と
し
て
見

て
み
よ
う
。

人
生
得
坐
且
穩
坐
、
劫
劫
地
走
覓
什
麼
。
今
年
且
屙
東
禪
屎
、
明
年
去
拽
西
林
磨
。
（42）

人
生
坐
す
る
を
得
て
且
ら
く
穩
坐
し
、
劫
劫
地
と
し
て
走
り
て
什
麼
を
覓
め
ん
。
今
年
且
ら
く
東
禪
に
屎
を
屙
し
、
明
年
去
り
て
西

あ
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林
に
磨
を
拽
く
。

人
は
ゆ
っ
た
り
と
座
れ
る
時
は
、
落
ち
着
い
て
座
る
べ
き
で
あ
り
、
何
か
を
求
め
て
焦
っ
て
彷
徨
う
必
要
は
な
い
と
い
う
。
三
句
目
で

言
及
さ
れ
る
「
東
禪
」
は
、
恐
ら
く
遇
賢
が
い
た
東
禪
寺
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
西
林
」
と
言
え
ば
、
有
名
な
廬
山
の
西
林

寺
が
連
想
さ
れ
る
。

こ
れ
は
「
醉
僧
圖
」
へ
の
頌
で
あ
る
が
、
醉
僧
の
姿
は
見
え
な
い
。
こ
こ
で
蘇
軾
が
表
現
し
た
い
の
は
、
臨
濟
宗
の
「
平
常
無
事
」
と

い
う
理
念
と
考
え
ら
れ
る

。『
臨
濟
錄
』
に
は
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

（43）

道
流
、
佛
法
無
用
功
處
、
秖
是
平
常
無
事
。
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
來
卽
臥
。
愚
人
笑
我
、
智
乃
知
焉
。
古
人
云
、
向
外
作
工

夫
、
總
是
癡
頑
漢
。
爾
且
隨
處
作
主
、
立
處
皆
眞
。
（44）

道
流
、
佛
法
は
用
功
の
處
無
し
、
秖
だ
是
れ
平
常
無
事
。
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
れ
來
た
ら
ば
卽
ち
臥
す
。
愚
人
は
我
れ
を
笑

あ
し
そ
う
に
よ
う

じ
や
く
え
き
つ
ぱ
ん

つ
か

ふ
も
、
智
は
乃
ち
焉
を
知
る
。
古
人
云
く
、
外
に
向
か
っ
て
工
夫
を
作
す
は
、
總
べ
て
是
れ
癡
頑
の
漢
な
り
、
と
。
爾
且
ら
く
隨
處

に
主
と
作
れ
ば
、
立
處
皆
な
眞
な
り
。
（45）

佛
法
は
努
力
し
て
修
め
る
も
の
で
は
な
く
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
行
爲
こ
そ
が
禪
の
修
行
で
あ
り
、
悟
り
へ
の
道
で
あ
る
。
ど
こ
に
い
て

も
修
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。「
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
來
卽
臥
」
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
最
も
平
凡
な
行
い
の
代
表
例

を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
平
常
無
事
」
は
、
自
分
の
外
に
佛
を
探
求
す
る
よ
う
な
人
爲
的
な
努
力
を
せ
ず
、
自
分
の
心
が
本
來
佛
で
あ

る
た
め
、
た
だ
日
常
生
活
の
中
で
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
の
心
に
向
き
合
い
、
内
面
を
探
求
す
べ
き
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

醉
僧
は
酒
を
飮
ん
で
、
時
に
は
異
常
な
行
動
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
彼
自
身
の
心
に
從
っ
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
行
動

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
年
は
東
禪
寺
で
こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
を
送
り
、
來
年
は
西
林
寺
に
移
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
現
在
の
自
分
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に
安
住
し
て
お
り
、
未
來
の
こ
と
は
自
然
の
流
れ
に
任
せ
、
不
安
や
焦
り
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た
心
境
で
生
活
し
て
い
る
樣
子

が
想
像
で
き
る
。
蘇
軾
は
、
恐
ら
く
畫
中
の
倒
れ
て
い
る
醉
僧
の
姿
か
ら
「
平
常
無
事
」
の
理
念
を
連
想
し
、
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
の
だ
ろ

う
。ま

た
、
慧
洪
は
李
公
麟
の
「
醉
僧
圖
」
に
對
し
て
「
醉
僧
贊
」
を
寄
せ
て
い
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
滂
の
詩
に
よ
れ
ば
、
李

公
麟
の
「
醉
僧
圖
」
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
懷
素
の
姿
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
慧
洪
の
詩
で
は
こ
の
點
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。

我
愛
龍
眠
老
居
士
、
筆
端
談
笑
了
萬
事
。
君
看
一
時
拈
破
筆
、
畫
作
醉
僧
醒
時
意
。
此
是
沙
門
絶
妙
門
、
不
妨
隨
處
有
乾
坤
。
朦
騰

流
涎
枕
臂
臥
、
破
柱
疾
雷
殊
不
聞
。
（46）

我
れ
龍
眠
老
居
士
を
愛
し
、
筆
端
に
談
笑
し
て
萬
事
を
了
ふ
。
君
看
よ
一
時
に
破
筆
を
拈
み
、
畫
き
て
醉
僧
の
醒
む
る
時
の
意
を
作

す
を
。
此
れ
是
れ
沙
門
の
絶
妙
門
、
隨
處
に
乾
坤
有
る
を
妨
げ
ず
。
朦
騰
に
し
て
涎
を
流
し
臂
を
枕
と
し
臥
し
、
柱
を
破
る
疾
雷
殊

さ
ら
に
聞
か
ず
。

こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
醉
僧
は
、
泥
醉
し
て
無
樣
な
姿
で
は
な
く
、
醉
い
な
が
ら
も
完
全
に
は
醉
い
切
っ
て
い
な
い
狀
態
に
あ
る
と
い

う
。
慧
洪
は
こ
の
狀
態
を
僧
侶
の
修
行
に
お
け
る
絶
妙
な
祕
訣
と
し
、
ど
こ
に
い
て
も
自
分
の
世
界
を
持
ち
、
自
由
自
在
で
い
ら
れ
る
と

稱
贊
し
て
い
る
。

最
後
の
「
破
柱
疾
雷
殊
不
聞
」
で
、
慧
洪
は
夏
侯
玄
が
柱
に
も
た
れ
て
手
紙
を
書
く
逸
話

、
つ
ま
り
大
雨
の
中
で
雷
が
柱
を
破
壞
し

（47）

て
も
、
夏
侯
玄
は
手
紙
に
集
中
し
續
け
、
周
圍
の
出
來
事
に
氣
づ
か
な
い
か
の
よ
う
な
狀
態
で
あ
っ
た
と
い
う
典
故
を
引
用
し
、
彼
の
外

界
の
混
亂
に
動
じ
な
い
心
の
平
靜
さ
と
集
中
力
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
朦
騰
流
涎
枕
臂
臥
」
と
い
う
表
現
は
、
醉
い
潰
れ
て
涎
を

垂
ら
し
な
が
ら
腕
を
枕
に
し
て
橫
た
わ
る
醉
僧
が
、
夏
侯
玄
と
同
樣
に
、
周
り
の
狀
況
か
ら
影
響
を
受
け
ず
に
い
る
狀
態
を
意
味
し
て
い
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る
。
こ
こ
か
ら
慧
洪
は
「
醉
い
」
と
い
う
狀
態
を
、
心
の
平
靜
さ
の
表
現
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
樣
の
趣
旨
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
北
宋
の
呉
則
禮
に
よ
る
「
石
恪
畫
醉
僧
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。

倒
街
臥
路
誰
復
嗔
、
粥
魚
齋
鼓
強
喚
人
。
莫
疑
只
今
五
斗
醉
、
要
會
從
來
三
昧
身
。
（48）

街
に
倒
れ
路
に
臥
す
も
誰
か
復
た
嗔
め
ん
、
粥
魚
齋
鼓
強
ひ
て
人
を
喚
ば
ん
。
只
だ
今
五
斗
醉
を
疑
ふ
莫
れ
、
從
來
の
三
昧
身
に
會

と
が

す
る
を
要
む
。

石
恪
は
五
代
後
蜀
の
畫
家
で
、
後
蜀
滅
亡
後
に
宋
に
入
っ
た
。
こ
の
詩
で
は
、
街
に
橫
た
わ
る
僧
侶
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
木
魚
を

打
つ
音
や
報
齋
の
鼓
の
音
さ
え
も
彼
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
樣
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
僧
は
五
斗
の
酒
を
飮
ん
で
醉
い
し
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
實
際
に
は
こ
れ
は
彼
が
本
來
追
求
す
る
三
昧
の
境
地
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
醉
僧
は
酒
を
飮
む
こ
と
を
、

自
己
の
心
を
制
御
し
、
周
圍
の
狀
況
に
左
右
さ
れ
ず
、
三
昧
の
境
界
に
達
す
る
方
法
と
し
て
い
る
と
解
釋
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
宋
の
「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
題
跋
と
詩
文
は
、
主
に
醉
い
倒
れ
て
い
る
僧
侶
の
姿
と
、
彼
ら
が
示
す
穩
や
か
な
狀

態
や
精
神
的
な
安
定
に
焦
點
を
當
て
て
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
南
宋
に
な
る
と
、
「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
言
説
は
減
少
し
、
そ
の
内
容

も
槪
ね
北
宋
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
。
陸
游
の
「
醉
僧
」

と
い
う
詩
や
黃
文
雷
の
「
題
醉
僧
圖
」

に
は
、
醉
僧
懷
素
と
道
端
に
倒
れ

（49）

（50）

て
い
る
醉
僧
の
兩
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
北
宋
の
人
々
は
醉
僧
の
酒
を
飮
む
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
内
面
の
平

靜
さ
や
心
の
自
在
さ
に
關
心
を
示
し
て
い
た
の
に
對
し
、
南
宋
に
お
け
る
醉
僧
に
關
す
る
詩
文
で
は
、
醉
僧
の
「
應
化
聖
賢
」
や
散
聖
と

し
て
の
あ
り
よ
う
に
も
注
目
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
黃
文
雷
は
「
題
醉
僧
圖
」
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

紛
紛
散
聖
今
何
爲
、
賴
有
一
醉
留
其
奇
。
君
不
見
夜
雨
閉
門
難
學
柳
下
惠
、
又
不
見
背
水
置
陣
古
來
惟
有
韓
將
軍
。



- 71 -

紛
紛
た
る
散
聖
今
何
を
か
爲
さ
ん
、
一
醉
有
る
に
賴
り
て
其
の
奇
を
留
む
。
君
見
ず
や
夜
雨
に
門
を
閉
じ
て
柳
下
惠
に
學
び
難
き
を
、

又
た
見
ず
や
水
を
背
に
し
陣
を
置
く
こ
と
古
來
惟
だ
韓
將
軍
有
る
の
み
な
る
を
。

數
多
く
の
散
聖
た
ち
は
今
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
醉
い
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
彼
ら
の
特
異
な
面
を
留
め
る
の
で
あ
る
と

い
う
。
散
聖
と
は
、
佛
法
の
傳
授
系
譜
が
明
確
で
は
な
く
、
狂
氣
に
振
る
舞
う
者
と
見
な
さ
れ
、「
應
化
聖
賢
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
こ
で
遇
賢
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
醉
っ
て
い
る
狀
態
は
、
彼
ら
の
狂
氣
に
滿
ち
た
行
爲
の
一
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
が
持

つ
「
奇
」
と
さ
れ
る
獨
特
な
性
質
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
柳
下
惠
や
韓
信
と
い
っ
た
非
凡
な
人
物
と
同
樣
に
、
懷
素
や
遇
賢
の
よ
う
な

醉
僧
も
單
な
る
醉
っ
拂
い
の
僧
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
一
見
異
常
に
見
え
る
行
動
の
背
後
に
は
、
實
は
高
い
精
神
性
や
深
い
悟
り
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
僧
侶
が
酒
に
醉
う
樣
子
を
表
現
し
て
い
る
點
か
ら
見
れ
ば
、
遇
賢
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
醉
僧
圖
」
と
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
は

似
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
唐
代
に
見
ら
れ
る
「
群
僧
恥
之
」
の
反
應
と
は
異
な
り
、
宋
代
の
人
々
は
、
遇
賢
の
よ
う
な
醉
僧
に

對
し
て
否
定
的
な
評
價
を
下
し
て
お
ら
ず
、
彼
ら
が
酒
を
飮
む
こ
と
を
破
戒
行
爲
と
も
見
な
し
て
い
な
い
。
こ
の
醉
っ
た
狀
態
は
、
心
を

亂
す
こ
と
な
く
精
神
狀
態
を
維
持
す
る
も
の
と
さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
の
心
へ
と
回
歸
す
る
方
法
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
醉
僧
は
、「
應
化
聖
賢
」
や
散
聖
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

（
二
）
遇
賢
物
語
の
變
容

宋
代
以
降
、
文
人
た
ち
の
「
醉
僧
」
へ
の
關
心
は
次
第
に
弱
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
遇
賢
の
物
語
の
變
容
が
手
が

か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
呉
郡
圖
經
續
記
』
と
『
中
呉
紀
聞
』
に
あ
る
遇
賢
に
關
す
る
早
期
の
話
に
は
、
い
く
つ
か
の
不
思
議
な
出
來
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
簡
潔
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
蘇
軾
、
黃
庭
堅
、
慧
洪
な
ど
の
文
人
た
ち
は
、
遇
賢
の
特
異

な
能
力
の
側
面
に
は
全
く
觸
れ
て
い
な
い
。

遇
賢
は
「
林
酒
仙
」
と
も
稱
さ
れ
、
前
節
で
見
て
き
た
通
り
、
『
中
呉
紀
聞
』
卷
二
に
彼
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
卷

五
の
「
郭
家
朱
砂
圓
」
に
も
「
林
酒
仙
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
林
酒
仙
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
地
元
の
郭
氏
の
家
を
よ
く

訪
れ
、
彼
が
亡
く
な
る
數
日
前
、
郭
氏
の
親
切
に
感
謝
す
る
た
め
に
藥
一
杯
を
與
え
た
が
、
郭
氏
は
そ
れ
を
わ
ず
か
三
口
し
か
飮
ま
な
か

っ
た
。
林
酒
仙
は
そ
の
後
、
郭
氏
に
朱
砂
圓
と
い
う
處
方
箋
を
授
け
た
。
郭
氏
は
藥
を
三
口
で
や
め
た
た
め
、
朱
砂
圓
に
よ
っ
て
郭
氏
は

三
世
代
に
限
っ
て
富
豪
と
な
っ
た
、
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る

。
た
だ
し
、
こ
の
「
林
酒
仙
」
が
道
士
か
僧
侶
か
は
明
記
さ
れ
て
お

（51）

ら
ず
、
彼
が
遇
賢
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
宋
の
洪
邁
が
編
纂
し
た
『
夷
堅
乙
志
』
に
收
錄

さ
れ
て
い
る
「
林
酒
仙
」
の
記
述
は
、『
中
呉
紀
聞
』
卷
二
と
卷
五
の
關
連
す
る
内
容
が
統
合
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
遇
賢
和

尚
の
物
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

。
（52）

ま
た
、『
夷
堅
志
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
『
嘉
泰
普
燈
錄
』
に
あ
る
遇
賢
の
傳
記
は
、『
呉
郡
圖
經
續
記
』
と
『
中
呉
紀
聞
』
の

内
容
が
統
合
さ
れ
た
上
、
さ
ら
な
る
不
思
議
な
話
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
風
の
た
め
舟
が
轉
覆
し
か
け
た
際
、
遇
賢
が
袈
裟
を

帆
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ
、
風
向
き
が
す
ぐ
に
變
わ
っ
た
と
い
う
話
や
、
街
に
現
れ
た
虎
が
遇
賢
に
遭
遇
し
た
ら
、
彼
の
前
で
跪
い
て
撫

で
ら
れ
た
後
に
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
話
な
ど
が
あ
る

。
こ
れ
ら
の
逸
話
か
ら
、
遇
賢
が
天
候
を
左
右
し
、
猛
虎
を
制
御
で
き
る
と
い

（53）

っ
た
特
異
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
傳
記
の
最
後
に
收
錄
さ
れ
た
話
は
、
遇
賢
が
酒
屋
へ
の
感
謝
を
示
す
た
め
に
、

三
世
代
に
わ
た
る
富
を
約
束
し
た
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、『
中
呉
紀
聞
』
の
「
郭
家
朱
砂
圓
」
と
は
異
な
り
、
遇
賢
は
酒
屋
に
處
方
箋
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を
授
け
た
の
で
は
な
く
、
石
臼
に
吐
き
入
れ
、
そ
れ
を
封
じ
て
三
日
後
に
開
け
る
と
、
吐
い
た
も
の
が
「
酒
黃
」
に
變
わ
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
疫
病
が
流
行
し
た
際
の
藥
と
な
り
、
酒
屋
は
そ
れ
に
よ
っ
て
大
儲
け
し
た
と
さ
れ
て
い
る

。
（54）

こ
の
よ
う
に
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
酒
を
好
む
遇
賢
の
物
語
が
傳
播
す
る
過
程
で
詳
細
が
變
化
し
つ
つ
も
、
彼
の
神
異
的
な
側

面
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
遇
賢
に
ま
つ
わ
る
神
祕
な
出
來
事
や
彼
の
超
能
力
を
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
考
え
て
い
く
。

（
三
）
醉
僧
と
神
通

遇
賢
が
示
し
た
不
思
議
な
力
は
、
佛
典
で
は
神
通
力
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
初
期
佛
敎
の
時
代
か
ら
佛
陀
や
佛
弟
子
が
持
戒
や
禪
定
の

修
行
に
よ
り
一
定
の
段
階
に
達
し
た
際
に
得
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ

、
衆
生
を
敎
化
す
る
た
め
の
方
便
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る

。

（55）

（56）

佛
敎
が
中
國
に
傳
來
し
た
後
も
、
神
通
力
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
續
け
た
。
南
朝
梁
の
慧
皎
に
よ
る
『
高
僧
傳
』
の
神
異
篇
、
唐
の

道
宣
に
よ
る
『
續
高
僧
傳
』
の
感
通
篇
、
北
宋
の
贊
寧
に
よ
る
『
宋
高
僧
傳
』
の
感
通
篇
に
は
、
多
く
の
奇
跡
を
引
き
起
こ
し
、
不
思
議

な
力
を
持
つ
僧
侶
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
飮
酒
食
肉
な
ど
の
破
戒
行
爲
を
行
う
僧
侶
も
含
ま
れ
て
い
る

。
こ
の
よ

（57）

う
な
神
異
僧
は
、
一
般
の
高
僧
と
は
異
な
り
、
修
行
や
經
典
の
硏
究
に
專
念
す
る
こ
と
な
く
、
定
住
せ
ず
に
あ
ち
こ
ち
を
廻
り
、
特
定
の

寺
院
や
團
體
に
所
屬
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
彼
ら
は
し
ば
し
ば
俗
世
間
に
混
じ
っ
て
生
活
し
、
戒
律
を
守
ら
ず
、
超
自
然
的
な
能
力
を
持

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
狂
僧
と
も
見
な
さ
れ
る
。
僧
傳
で
は
高
僧
と
し
て
數
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
酒
を
飮
む
な
ど
風
變
わ

り
な
行
動
で
、
ほ
か
の
僧
侶
か
ら
批
判
や
非
難
を
浴
び
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
『
宋
高
僧
傳
』
感
通
篇
に
は
唐
代
の
廣
陵
大
師
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
廣
陵
大
師
は
酒
を
飮
ん
で
肉
を
食
べ
て
、
し
ば
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し
ば
道
端
で
醉
い
潰
れ
て
い
た
。
ま
た
、
狂
氣
が
發
作
す
る
と
、
犬
や
豚
を
殺
し
た
り
、
品
行
の
惡
い
男
性
た
ち
と
毆
り
合
い
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た

。
そ
し
て
、
彼
を
戒
め
よ
う
と
す
る
あ
る
老
僧
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
會
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（58）

後
有
一
耆
年
僧
、
召
大
師
誡
勅
之
曰
、
汝
胡
不
謹
守
戒
法
。
奈
何
食
酒
肉
、
屠
犬
豕
、
彊
抄
市
人
錢
物
、
又
與
無
賴
子
弟
鬪
競
。
不

律
儀
甚
。
豈
是
僧
人
本
事
耶
。
一
旦
衆
所
不
容
、
執
見
官
吏
、
桉
法
治
之
、
何
處
逃
隱
。
且
深
累
佛
法
。
大
師
怒
色
對
之
曰
、
蠅
蚋

徒
喋
羶
腥
、
爾
安
知
鴻
鵠
之
志
乎
。
然
則
我
道
非
爾
所
知
也
。
且
我
淸
中
混
外
者
、
豈
同
爾
齷
齪
無
大
度
乎
。
耆
年
且
不
能
屈
。
（59）

後
に
一
耆
年
の
僧
有
り
、
大
師
を
召
し
て
之
を
誡
勅
し
て
曰
く
、
汝
胡
ぞ
謹
ん
で
戒
法
を
守
ら
ざ
る
。
奈
何
ぞ
酒
肉
を
食
ひ
、
犬
豕

を
屠
り
、
彊
い
て
市
人
の
錢
物
を
抄
め
、
又
た
無
賴
の
子
弟
と
鬪
競
す
。
律
儀
な
ら
ざ
る
こ
と
甚
だ
し
。
豈
に
是
れ
僧
人
の
本
事
な

ほ
ふ

か
す

ら
ん
や
。
一
旦
衆
の
容
れ
ざ
る
所
、
官
吏
に
執
見
せ
ら
れ
て
、
法
を
桉
じ
て
之
を
治
む
れ
ば
、
何
處
く
に
か
逃
隱
せ
ん
や
。
且
つ
深

く
佛
法
を
累
は
す
、
と
。
大
師
怒
色
し
て
之
に
對
へ
て
曰
く
、
蠅
蚋
徒
だ
羶
腥
を
喋
む
の
み
、
爾
安
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
。

わ
ず
ら

ふ

然
ら
ば
則
ち
我
が
道
爾
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
且
つ
我
れ
淸
中
混
外
な
る
者
、
豈
に
爾
の
齷
齪
に
し
て
大
度
無
き
に
同
じ
か
ら

ん
や
、
と
。
耆
年
且
ら
く
屈
す
る
能
は
ず
。

老
僧
が
廣
陵
大
師
の
行
動
を
佛
法
に
損
な
う
も
の
と
し
て
批
判
し
た
が
、
廣
陵
大
師
は
そ
の
勸
め
を
聞
き
入
れ
ず
、
老
僧
に
對
し
て
怒

り
を
見
せ
、
自
分
の
行
動
は
凡
僧
に
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
型
破
り
な
行
動
や
酒
を
飮
む
な
ど
の
破

戒
行
爲
は
、
當
時
の
僧
侶
た
ち
に
必
ず
し
も
理
解
さ
れ
た
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

廣
陵
大
師
の
傳
記
の
續
き
に
よ
れ
ば
、
そ
の
老
僧
は
廣
陵
大
師
が
神
光
を
發
す
る
の
を
目
擊
し
た
後
、
ほ
か
の
僧
侶
た
ち
と
共
に
彼
を
超

越
的
な
存
在
で
あ
る
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

。
（60）

こ
こ
か
ら
廣
陵
大
師
は
も
と
も
と
悟
り
を
開
い
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
意
圖
的
に
惡
行
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
同
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書
に
記
錄
さ
れ
た
亡
名
僧
の
傳
記
を
參
照
し
た
い
。

亡
名
僧
と
い
う
人
物
も
酒
を
飮
み
肉
を
食
べ
、
異
常
な
行
動
で
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
學
人
た
ち
が
自
分
の
惡
い
行
動
を
眞
似
し
て
い

る
の
を
見
て
、「
未
住
淨
心
地
、
何
敢
逆
行
。
逆
行
非
諸
人
境
界
。（
未
だ
淨
心
地
に
住
せ
ず
、
何
ぞ
敢
へ
て
逆
行
せ
ん
か
。
逆
行
は
諸
人

の
境
界
に
非
ず
）」
と
、
ま
だ
悟
り
を
開
い
て
い
な
い
者
が
違
逆
の
行
爲
を
し
て
は
い
け
な
い
と
嘆
じ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
學
人
た
ち
を

墓
地
に
連
れ
て
、
自
分
が
腐
っ
た
死
體
の
肉
を
食
べ
る
樣
子
を
見
せ
た
ら
、
彼
を
眞
似
す
る
人
々
が
恐
怖
し
て
逃
げ
出
し
た
。
後
に
學
人

た
ち
は
彼
の
眞
意
を
理
解
し
、
惡
行
を
や
め
て
精
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

。
贊
寧
は
こ
れ
に
對
し
て
、「
果
證
之
人
、
逆
化
於
物
、

（61）

終
作
佛
事
、
用
警
未
萌
。（
果
證
の
人
、
物
に
逆
化
す
る
も
、
終
に
佛
事
を
作
し
、
用
っ
て
未
だ
萌
さ
ざ
る
を

警

む
）

」
と
評
し
て
い

も

き
ざ

い
ま
し

（62）

る
。つ

ま
り
、
廣
陵
大
師
や
亡
名
僧
は
す
で
に
悟
り
を
開
い
て
い
る
た
め
、
戒
律
や
道
德
に
反
す
る
行
爲
を
行
っ
て
も
問
題
で
は
な
い
と
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
爲
は
表
面
上
に
は
破
戒
に
見
え
る
が
、
實
際
に
は
敎
化
の
た
め
の
極
端
な
手
段
と
見
な
さ
れ
る
。
彼
ら
は
敢
え
て
破

戒
や
狂
氣
じ
み
た
行
爲
を
行
い
、
例
え
ば
飮
酒
な
ど
を
通
じ
て
、
自
ら
の
聖
な
る
姿
を
隱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
衆
生
そ
れ
ぞ

れ
の
根
機
に
應
じ
た
敎
化
や
警
醒
を
促
す
方
便
で
あ
り
、
一
般
の
凡
僧
の
破
戒
行
爲
と
は
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
狂
僧
の
行
動
は
一
般
に
は
理
解
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
神
通
力
を
行
使
し
、
奇
異
な
出

來
事
を
起
こ
し
て
、
自
ら
が
ほ
か
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
人
々
に
自
分
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼

ら
が
破
戒
僧
で
は
な
く
、
超
越
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
神
異
僧
が
示
し
た
不
思
議
な
力
は
、
實
際
に
は
廣
く
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

多
く
の
僧
侶
は
譯
經
や
敎
義
の
硏
究
な
ど
に
重
點
を
置
い
て
お
り
、
文
人
た
ち
も
、
超
能
力
よ
り
佛
敎
の
敎
理
に
關
心
を
持
つ
傾
向
が
あ
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る
。
特
に
宋
代
以
降
、
禪
宗
が
發
展
し
、
士
大
夫
階
級
の
人
々
の
間
で
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
參
禪
が
流
行
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
文
學

的
な
修
養
を
持
つ
禪
僧
も
增
え
、
文
字
禪
や
公
案
禪
の
發
展
が
詩
と
禪
と
の
融
合
を
推
し
進
め
た

。
（63）

神
通
力
は
特
定
の
對
象
が
存
在
す
る
こ
と
で
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
文
人
や
僧
侶
は
そ
の
對
象
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ

ほ
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
蘇
軾
や
黃
庭
堅
、
慧
洪
の
遇
賢
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、
彼
が
起
こ
し
た
不
思
議
な

出
來
事
へ
の
言
及
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、「
醉
僧
圖
」
以
外
の
醉
僧

宋
代
に
は
、
佛
敎
は
國
家
に
よ
っ
て
統
一
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
財
政
難
の
た
め
に
度
牒
や
紫
衣
、
師
號
な
ど
が
販
賣
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
僧
侶
の
數
が
增
加
し
た
の
に
對
し
て
、
そ
の
質
は
い
よ
い
よ
低
下
し
て
い
き
、
戒
律
を
守
ら
な
い
僧
侶
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た

。
（64）

ま
た
、
禪
宗
で
は
酒
に
對
す
る
容
認
の
姿
勢
が
強
ま
り
、
禪
宗
文
獻
で
は
酒
に
關
す
る
言
葉
を
使
用
す
る
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た

。
（65）

「
醉
僧
圖
」
に
描
か
れ
た
酒
仙
遇
賢
の
よ
う
な
醉
僧
の
ほ
か
に
、
宋
代
の
詩
文
に
も
酒
を
飮
む
僧
侶
の
こ
と
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

北
宋
に
は
、
釋
居
寧
が
有
名
な
畫
家
で
あ
り
、
彼
は
し
ば
し
ば
醉
っ
た
後
に
墨
戲
を
作
り
、
草
蟲
な
ど
を
描
い
た

。
梅
堯
臣
は
彼
の
た

（66）

め
に
詩
を
寄
せ
て
、
「
寧
公
實
神
授
、
坐
使
群
輩
伏
。
草
根
有
纖
意
、
醉
墨
得
已
熟
。（
寧
公
實
に
神
授
し
、
坐
し
て
群
輩
を
し
て
伏
せ
し

む
。
草
根
に
纖
意
有
り
、
醉
墨
已
に
熟
す
を
得
）

」
と
、
彼
の
「
醉
墨
」
に
對
し
て
高
い
評
價
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
宋
に
は
、

（67）
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王
十
朋
が
他
界
し
た
老
僧
を
追
悼
す
る
際
に
、「
疊
石
峰
前
二
老
僧
、
相
逢
一
笑
見
眞
情
。
社
中
對
酒
日
初
永
、
林
下
圍
棋
秋
始
淸
。（
疊

石
峰
の
前
の
二
老
僧
、
相
い
逢
ふ
に
一
笑
し
て
眞
情
を
見
す
。
社
中
酒
に
對
し
て
日
初
め
て
永
く
、
林
下
圍
棋
秋
始
め
て
淸
し
）

」
と

（68）

詠
じ
、
二
人
の
老
僧
が
酒
を
飮
み
、
圍
碁
を
打
つ
と
い
う
日
常
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
呉
惟
信
の
「
次
僧
兄
山
居
韻
」（
其

二
）
で
は
、「
詩
興
常
便
酒
、
蔬
膓
漸
畏
茶
。
淸
閑
兄
自
樂
、
世
事
絶
無
些
。
（
詩
興
常
に
酒
に

便

し
、
蔬
膓
漸
く
茶
を
畏
る
。
淸
閑
に

よ
ろ
し
く

し
て
兄
自
ら
樂
し
み
、
世
事
絶
え
て
些
か
も
無
し
）

」
と
、
山
に
隱
れ
住
む
僧
が
俗
世
を
離
れ
、
詩
を
詠
み
な
が
ら
酒
を
樂
し
む
悠
々

（69）

自
適
な
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
宋
代
に
は
僧
侶
た
ち
が
酒
を
飮
ん
で
詩
を
作
り
、
藝
術
に
親
し
む
樣
子
が
う
か
が
え
る

。
こ
の
よ
う
に
酒
を
飮
む
僧
侶

（70）

が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
、
單
に
酒
を
飮
む
だ
け
で
は
、
僧
侶
が
批
判
さ
れ
た
り
注
目
さ
れ
た
り
す
る
對
象
と
は
な
ら
な
く
な
り
、
酒
に
醉

っ
て
い
る
僧
侶
を
描
い
た
「
醉
僧
圖
」
へ
の
關
心
も
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宋
代
の
文
人
た
ち
は
酒
を
僧
侶
と

の
交
流
手
段
や
書
畫
創
作
の
觸
媒
と
し
て
重
視
し
た
た
め
、
酒
に
醉
い
な
が
ら
狂
草
を
書
く
姿
を
描
寫
す
る
「
懷
素
醉
僧
圖
」
が
傳
え
殘

さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
宋
代
に
お
け
る
「
醉
僧
圖
」
及
び
醉
僧
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
察
と
分
析
を
行
っ
た
。
特
に
、
酒
仙
遇
賢
和
尚
に
關
す

る
記
述
と
評
價
は
、
宋
代
の
人
々
が
「
醉
僧
圖
」
及
び
醉
僧
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
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「
醉
僧
圖
」
を
最
初
に
描
い
た
の
は
南
朝
梁
の
張
僧
繇
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
戒
律
を
破
り
酒
を
飮
む
僧
侶
を
描
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
傳
世
の
「
醉
僧
圖
」
及
び
宋
代
に
お
け
る
「
醉
僧
圖
」
に
關
連
す
る
題
跋
や
詩
文
の
分
析
か
ら
見
る
と
、
宋
代
に
は
、
草

聖
懷
素
を
表
現
す
る
「
醉
僧
圖
」
と
、
醉
い
潰
れ
て
道
に
倒
れ
て
い
る
遇
賢
型
の
「
醉
僧
圖
」
の
二
種
類
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
後

者
は
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
代
の
文
人
た
ち
は
懷
素
が
醉
っ
た
狀
態
で
行
う
草
書
の
創
作
に
焦
點
を
當
て
、酒
を
彼
の
狂
氣
じ
み
た
行
動
や
卽
興
的
な
創
作
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
促
す
重
要
な
要
素
と
見
な
し
、
彼
を
「
醉
僧
」
と
も
稱
し
て
い
る
。
懷
素
の
醉
い
な
が
ら
草
書
を
書
く
姿
と
、
彼
が
張
僧
繇

の
「
醉
僧
圖
」
に
對
し
て
詠
じ
た
「
人
人
送
酒
」
と
い
う
詩
の
影
響
を
受
け
、
宋
代
に
は
「
懷
素
醉
僧
圖
」
が
創
作
さ
れ
た
。
ま
た
、
宋

代
の
人
々
が
注
目
す
る
の
は
懷
素
の
出
家
者
と
し
て
の
立
場
で
は
な
く
、
酒
が
藝
術
創
作
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
遇
賢
型
の
「
醉
僧
圖
」
は
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
の
内
容
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
代
で
の
「
群
僧
恥
之
」
と

い
う
反
應
と
は
異
な
り
、
宋
代
で
は
こ
の
よ
う
な
「
醉
僧
圖
」
に
對
す
る
否
定
的
な
評
價
は
見
ら
れ
な
い
。
宋
代
の
文
人
た
ち
は
、
描
か

れ
た
僧
侶
の
醉
っ
て
い
る
姿
を
、
集
中
し
て
心
の
靜
け
さ
を
維
持
す
る
狀
態
の
象
徵
と
理
解
し
、
酒
を
飮
む
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
の
自
己

を
保
つ
手
段
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
遇
賢
の
よ
う
な
醉
僧
は
「
應
化
聖
賢
」
や
散
聖
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
彼
は
酒
を
飮
む
な
ど
の
破
戒
行
爲
や
風
狂
な
行

動
を
と
る
が
、
こ
れ
が
衆
生
を
導
き
敎
化
す
る
方
便
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
悟
り
を
開
い
た
人
物
で
あ
り
、
神
通
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

彼
に
關
わ
る
事
跡
に
は
神
祕
的
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
神
通
力
は
佛
敎
を
弘
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
が
、

文
人
た
ち
の
間
で
は
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
蘇
軾
や
黃
庭
堅
な
ど
が
遇
賢
型
の
「
醉
僧
圖
」
に
對
し
て
作
っ
た
詩
文
で
は
、

そ
の
不
思
議
な
力
や
奇
妙
な
出
來
事
に
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
宋
代
以
降
、
酒
を
飮
む
僧
侶
が
增
え
、
酒
は
彼
ら
の
生
活
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や
社
交
文
化
の
一
部
と
な
る
と
と
も
に
、
文
人
た
ち
は
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
や
遇
賢
型
の
「
醉
僧
圖
」
の
よ
う
に
、
た
だ
酒
に
醉
っ
て

い
る
僧
侶
の
姿
を
描
寫
す
る
繪
畫
へ
の
關
心
が
徐
々
に
弱
ま
り
、
草
書
が
得
意
で
あ
る
懷
素
を
主
題
と
す
る
「
醉
僧
圖
」
が
引
き
續
き
評

價
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（

）
傳
世
の
「
醉
僧
圖
」
と
題
さ
れ
た
繪
畫
は
二
點
あ
る
。
一
つ
は
北
宋
末
の
文
人
李
公
麟
の
傳
稱
作
品
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
リ

1

ー
ア
美
術
館
に
收
藏
さ
れ
て
い
る
（
圖

）
。
も
う
一
つ
は
南
宋
の
宮
廷
畫
家
で
あ
る
劉
松
年
の
傳
稱
作
品
で
、
現
在
は
臺
北
國

1

立
故
宮
博
物
院
に
收
藏
さ
れ
て
い
る
（
圖

）
。
兩
圖
と
も
、
松
樹
下
に
座
る
一
人
の
僧
と
、
そ
の
傍
で
仕
え
る
侍
童
が
描
か
れ

2

て
い
る
。
松
に
は
酒
瓢
簞
が
掛
け
ら
れ
、
僧
は
筆
を
手
に
し
て
書
を
揮
毫
し
よ
う
と
す
る
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
傳
李
公
麟
の

作
品
に
は
さ
ら
に
酒
を
運
ん
で
く
る
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
劉
松
年
の
「
醉
僧
圖
」
に
つ
い
て
、
李
霖
燦
氏
は
そ
れ
が

眞
跡
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
「
劉
松
年
の
醉
僧
圖
」、
『
故
宮
季
刊
』
第
四
卷
第
一
號
、
一
九
六
九
年
）。
そ
の
一
方
、
戶
田
禎
佑
氏

は
そ
れ
が
模
本
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
劉
松
年
の
周
邊
」
、『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
八
十
六
號
、
一
九
八
一
年
）。
ま

た
、
傳
李
公
麟
の
「
醉
僧
圖
」
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
鄭
文
倩
氏
は
そ
れ
が
明
代
以
降
の
模
本
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
て
い
る
（
「
醉
僧
之
意
不
在
酒
―
―
宋
代
醉
僧
圖
的
意
涵
」、『
故
宮
學
術
季
刊
』
第
三
十
三
卷
第
四
期
、
二
〇
一
六
年
）。

同
じ
く
「
醉
僧
圖
」
と
見
な
さ
れ
る
の
は
、
京
都
の
個
人
藏
の
傳
南
宋
蘇
漢
臣
の
「
羅
漢
圖
」（
圖

）
及
び
上
海
博
物
館
が
所

3

藏
す
る
宋
代
無
款
の
「
松
下
憩
寂
圖
」（
圖

）
で
あ
る
。「
羅
漢
圖
」
に
つ
い
て
、
板
倉
聖
哲
氏
は
、
そ
の
主
題
は
醉
僧
圖
と
見

4
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な
す
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
南
宋
繪
畫
―
―
才
情
雅
致
の
世
界
』（
根
津
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
）
作
品
解
説
十
六
）
。

一
方
、
李
玉
珉
氏
は
こ
の
「
羅
漢
圖
」
を
南
宋
の
禪
僧
の
日
常
生
活
と
見
な
し
、
僧
侶
が
松
の
下
で
筆
を
持
ち
卷
物
を
廣
げ
る
姿

は
禪
偈
を
書
こ
う
と
す
る
樣
子
を
表
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
『
文
藝
紹
興
―
―
南
宋
藝
術
與
文
化
（
書
畫
卷
）
』
（
臺
北
國
立

故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
一
年
）
作
品
解
説

六
、
七
）。
ま
た
、「
松
下
憩
寂
圖
」
に
つ
い
て
、
薄
松
年
氏
は
、
そ
れ
が
「
醉
僧
圖
」

IV

で
あ
る
と
提
唱
し
（
「
宋
人
『
醉
僧
圖
』
考
」
、『
美
術
觀
察
』
、
一
九
九
七
年
第
五
期
）、
以
降
の
學
者
も
こ
の
見
解
を
取
り
入
れ

て
い
る
。

（

）
注
（

）
の
論
文
の
ほ
か
に
、「
醉
僧
圖
」
に
關
す
る
先
行
硏
究
と
し
て
は
、
紀
雪
娟
「
宋
代
醉
僧
圖
硏
究
」（『
社
會
科
學
戰
線
』
、

2

1

二
〇
一
六
年
第
九
期
）、
李
小
榮
「
醉
僧
何
不
成
問
題
―
―
宋
詩
醉
僧
形
象
略
論
」（『
福
建
師
範
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』、

二
〇
二
〇
年
第
一
期
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
紀
氏
は
、
張
僧
繇
の
「
醉
僧
圖
」
と
懷
素
を
表
現
し
た
「
醉
僧
圖
」
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
た
が
、
宋
代
の
醉
僧
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
人
物
で
あ
る
僧
遇
賢
に
關
連
す
る
内
容
に
は
觸
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
宋
代

に
「
醉
僧
圖
」
が
多
く
現
れ
た
理
由
と
し
て
、
佛
敎
の
世
俗
化
や
民
衆
化
、
そ
し
て
僧
制
改
革
に
よ
り
僧
團
が
混
沌
と
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
李
氏
の
論
文
で
は
、
宋
代
の
詩
歌
に
お
け
る
「
醉
僧
」
に
つ
い
て
整
理
し
檢
討
し
て
い
る
。
懷

素
は
唐
代
に
お
け
る
醉
僧
の
典
型
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
宋
代
の
醉
僧
に
は
多
樣
な
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し

か
し
、
李
氏
の
論
文
で
は
詩
文
に
現
れ
る
醉
僧
が
多
く
列
擧
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
分
析
や
議
論
は
不
足
し

て
い
る
。

（

）
注
（

）
鄭
氏
論
文
參
照
。

3

1

（

）『
歷
代
名
畫
記
』
卷
七
・
梁
張
僧
繇
「
武
帝
崇
飾
佛
寺
、
多
命
僧
繇
畫
之
。
」（
津
逮
祕
書
本
、
下
同
）

4
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（

）『
隋
唐
嘉
話
』
卷
中
（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）。

5
（

）『
貞
觀
公
私
畫
史
』（
續
百
川
學
海
本
）。

6
（

）『
歷
代
名
畫
記
』
卷
七
・
梁
張
僧
繇
條
。

7
（

）『
魏
書
』
釋
老
志
「
後
有
天
竺
沙
門
曇
柯
迦
羅
入
洛
、
宣
譯
誡
律
、
中
國
誡
律
之
始
也
。」
曇
柯
迦
羅
が
『
僧
祗
戒
本
』
を
譯
出
し
、

8

さ
ら
に
イ
ン
ド
僧
を
招
い
て
受
戒
の
儀
式
を
行
っ
た
こ
と
が
、
中
國
に
戒
律
が
傳
來
し
た
始
ま
り
と
見
な
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
達

玄
『
中
國
佛
敎
に
お
け
る
戒
律
の
硏
究
』（
木
耳
社
、
一
九
八
六
年
）
第
三
章
「
戒
律
の
浸
透
と
そ
の
變
容
化
」
參
照
）。

（

）
佛
敎
と
禁
酒
に
つ
い
て
、
道
端
良
秀
「
佛
敎
と
酒
」（
『
中
國
佛
敎
史
の
硏
究
』（
法
藏
館
、
一
九
七
〇
年
）、
所
收
）
參
照
。

9
（

）
牟
子
「
理
惑
論
」（
『
弘
明
集
』
卷
一
所
收
、
大
正
五
二
・
四
上
）。

10
（

）
例
え
ば
、「
斷
酒
肉
文
」
に
出
家
者
の
飮
酒
食
肉
に
つ
い
て
は
、「
今
出
家
人
、
或
爲
師
長
、
或
爲
寺
官
、
自
開
酒
禁
、
噉
食
魚
肉
、

11

不
復
能
得
施
其
敎
戒
」
と
あ
り
、
ま
た
「
今
出
家
人
云
、
我
能
精
進
、
我
能
苦
行
、
一
時
覆
相
、
誑
諸
白
衣
、
出
卽
飮
酒
、
開
衆

惡
門
、
入
卽
噉
肉
、
集
衆
苦
本
。
此
是
九
不
及
外
道
」
と
あ
る
。（
『
廣
弘
明
集
』
卷
二
十
六
所
收
、
大
正
五
十
二
・
二
九
五
上
）

（

）「
書
醉
僧
圖
」（
『
廣
川
畫
跋
』
卷
三
、
適
園
叢
書
本
）。

12
（

）「
飮
從
官
酒
」、『
魏
書
』
釋
老
志
、
王
氏
畫
苑
本
同
。
于
安
瀾
『
畫
品
叢
書
』
本
作
「
飮
以
宮
酒
」。

13
（

）「
久
近
」、
于
安
瀾
『
畫
品
叢
書
』
本
作
「
交
近
」、
王
氏
畫
苑
本
作
「
文
近
」。

14
（

）『
廣
川
畫
跋
』
卷
三
「
書
醉
道
士
圖
」
に
も
「
醉
僧
圖
」
と
「
醉
道
士
圖
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

15
（

）
現
在
の
劉
餗
『
隋
唐
嘉
話
』
に
は
、「
閻
立
本
添
冠
巾
爲
道
士
」
と
い
う
文
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

16
（

）
慧
深
は
『
高
僧
傳
』
義
解
篇
の
釋
慧
基
條
に
附
さ
れ
て
い
る
。
「
永
後
次
沙
門
慧
深
、
亦
基
之
弟
子
。
深
與
同
學
法
洪
、
並
以
戒

17
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潔
見
重
。
深
後
次
沙
門
曇
與
、
亦
沈
審
有
器
局
。
」（
大
正
五
十
・
三
七
九
中
）「
群
議
立
制
」
云
々
に
つ
い
て
、
『
魏
書
』
釋
老
志

に
、「
（
永
平
）
二
年
冬
、
沙
門
統
惠
深
上
言
、
僧
尼
浩
曠
、
淸
濁
混
流
、
不
遵
禁
典
、
精
粗
莫
別
。
輒
與
經
律
法
師
群
議
立
制
」

と
あ
る
。

（

）『
魏
書
』
釋
老
志
「
會
蓋
呉
反
杏
城
、
關
中
騷
動
、
帝
乃
西
伐
、
至
於
長
安
。
先
是
、
長
安
沙
門
種
麥
寺
内
、
御
騶
牧
馬
於
麥
中
、

18

帝
入
觀
馬
。
沙
門
飮
從
官
酒
、
從
官
入
其
便
室
、
見
大
有
弓
矢
矛
盾
、
出
以
奏
聞
。
帝
怒
曰
、
此
非
沙
門
所
用
、
當
與
蓋
呉
通
謀
、

規
害
人
耳
。
命
有
司
案
誅
一
寺
、
閲
其
財
產
、
大
得
釀
酒
具
及
州
郡
牧
守
富
人
所
寄
藏
物
、
蓋
以
萬
計
。」

（

）
注
（

）
參
照
。

19

1

（

）『
宣
和
書
譜
』（
津
逮
祕
書
本
）
卷
十
九
に
は
、
懷
素
の
草
書
帖
「
醉
僧
圖
詩
」
と
い
う
作
品
名
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

20

容
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
詩
は
蘇
軾
の
「
題
懷
素
草
帖
」
（
『
東
坡
續
集
』
、
明
成
化
本
）
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
詩
は
懷
素
の
も
の
で
、
誤
っ
て
蘇
軾
の
文
集
に
混
じ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
淸
の
査
愼
行
が
蘇
軾

の
詩
に
注
を
つ
け
る
際
に
、「
愼
按
、
石
刻
先
生
自
題
云
、
此
懷
素
詩
也
、
僕
好
臨
之
、
人
間
當
有
數
百
本
也
。
後
人
不
加
深
考
、

遂
訛
以
此
詩
編
入
集
中
耳
。
又
按
、
萬
首
唐
人
絶
句
載
此
詩
、
亦
以
爲
懷
素
作
。
今
據
此
駁
正
」（
『
東
坡
先
生
編
年
詩
補
注
』
卷

五
十
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
の
汪
砢
玉
『
汪
氏
珊
瑚
網
名
畫
題
跋
』
や
淸
の
安
歧
『
墨
緣
彙
觀
』
に
收
錄
さ
れ
た
「
李

龍
眠
醉
僧
圖
」
に
も
、
「
人
人
送
酒
」
詩
の
後
に
「
老
泉
書
懷
素
詩
幷
倣
其
草
法
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
卷
尾
に
あ
る
「
東
村
閑

居
方
外
堂
」
の
題
跋
で
は
、
こ
の
繪
は
蘇
軾
が
ま
ず
懷
素
の
「
人
人
送
酒
」
と
い
う
詩
を
書
い
て
、
そ
の
後
李
公
麟
が
人
物
を
描

い
た
と
い
う
由
來
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（

）『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
五
、
故
事
拾
遺
、
閻
立
本
條
（
四
部
叢
刊
續
編
本
）。

21



- 83 -

（

）
唐
代
と
宋
代
に
は
草
書
を
草
聖
と
稱
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
草
聖
の
意
味
に
つ
い
て
、
黃
緯
中
「
盛
唐
以
後
『
草
聖
』

22

新
義
析
解
」（
『
唐
代
書
法
史
硏
究
集
』（
蕙
風
堂
印
行
、
一
九
九
四
年
）、
所
收
）、
松
永
惠
子
「
中
國
藝
術
に
お
け
る
『
聖
』
槪

念
の
變
容
」（
『
書
學
書
道
史
硏
究
』
第
十
六
號
、
二
〇
〇
六
年
）、
李
永
忠
「
草
聖
何
以
成
問
題
？
―
―
以
懷
素
『
題
張
僧
繇
「
醉

僧
圖
」』
爲
例
」（
『
文
史
知
識
』
第
九
期
、
二
〇
〇
六
年
）
參
照
。

（

）
「
懷
素
上
人
草
書
歌
」
に
つ
い
て
は
、

高
木
重
俊
「
『
懷
素
上
人
草
書
歌
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
語
學
文
學
』
第
三
十
期
、
一
九
九

23

二
年
）、「
『
懷
素
上
人
草
書
歌
』
を
め
ぐ
っ
て(

承
前)

」（
『
語
學
文
學
』
第
三
十
二
期
、
一
九
九
四
年
）
參
照
。

（

）
任
華
「
懷
素
上
人
草
書
歌
」「
十
杯
五
杯
不
解
意
、
百
杯
已
後
始
顚
狂
。
一
顚
一
狂
多
意
氣
、
大
叫
一
聲
起
攘
臂
。
揮
毫
倏
忽
千

24

萬
字
、
有
時
一
字
兩
字
長
丈
二
。
翕
若
長
鯨
潑
剌
動
海
島
、
欻
若
長
蛇
戍
律
透
深
草
。
回
環
繚
繞
相
拘
連
、
千
變
萬
化
在
眼
前
。」

（
宋
陳
思
輯
『
書
苑
菁
華
』
卷
十
七
、
中
華
再
造
善
本
南
宋
版
、
下
同
）

（

）
懷
素
の
「
自
敍
帖
」
に
は
李
舟
が
「
昔
張
旭
之
作
也
、
時
人
謂
之
張
顚
。
今
懷
素
之
爲
也
、
余
實
謂
之
狂
僧
。
以
狂
繼
顚
、
誰
曰

25

不
可
」
（
『
書
苑
菁
華
』
卷
十
八
）
と
評
し
て
い
る
。
後
に
懷
素
と
張
旭
と
と
も
に
、
「
顚
張
狂
素
」
や
「
顚
張
醉
素
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
出
家
者
で
あ
る
釋
貫
休
は
「
觀
懷
素
草
書
歌
」
で
「
張
顚
顚
後
顚
非
顚
、
直
至
懷
素
之
顚
始
是
顚
。

師
不
譚
經
不
説
禪
、
筋
力
唯
於
草
書
朽
。
顚
狂
却
恐
是
神
仙
、
有
神
助
兮
人
莫
及
」
（
『
禪
月
集
』
卷
六
、
四
部
叢
刊
本
）
と
詠
ん

で
い
る
。
懷
素
が
通
常
の
禪
僧
と
異
な
り
、
經
典
を
講
じ
ず
、
禪
を
説
か
ず
、
た
だ
草
書
を
書
く
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
狂
氣

じ
み
た
樣
子
が
神
仙
の
よ
う
だ
と
し
て
、
彼
の
創
作
に
對
す
る
高
い
評
價
が
表
れ
て
い
る
。

（

）
例
え
ば
、
唐
の
蘇
渙
「
懷
素
上
人
草
書
歌
」
に
は
「
何
似
醉
僧
顚
復
狂
」（
『
書
苑
菁
華
』
卷
十
七
）
と
あ
り
、
南
宋
の
陸
游
「
草

26

書
歌
」
に
は
「
心
空
萬
象
提
寸
毫
、
睥
睨
醉
僧
窺
長
史
」（
『
劍
南
詩
稿
』
卷
五
十
八
、
汲
古
閣
本
）
と
あ
る
。
ま
た
、
北
宋
の
蘇
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軾
、
米
芾
、
慧
洪
な
ど
も
懷
素
を
「
醉
素
」
と
稱
す
る
こ
と
が
あ
る
。
唐
宋
の
人
々
の
懷
素
の
草
書
に
對
す
る
評
價
に
つ
い
て
、

松
永
惠
子
「
中
唐
か
ら
晚
唐
・
北
宋
中
期
の
文
人
の
狂
草
觀
」（
『
比
較
社
會
文
化
硏
究
』
第
十
六
號
、
二
〇
〇
四
年
）
參
照
。

（

）
草
書
だ
け
で
は
な
く
、
唐
代
に
は
酒
を
飮
ん
だ
後
に
繪
を
描
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
朱
景
玄
『
唐
朝
名
畫
錄
』
に
逸
品

27

畫
家
と
評
さ
れ
た
王
墨
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
飮
酒
が
藝
術
創
作
に
與
え
る
影
響
は
、
宋
代
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
飮
酒
と
書

畫
創
作
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
島
田
修
二
郞
「
逸
品
畫
風
に
つ
い
て
」（
『
中
國
繪
畫
史
硏
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
一
九

九
三
年
）、
所
收
。
初
出
は
『
美
術
硏
究
』
一
六
一
、
一
九
五
一
年
）、
矢
淵
孝
良
「
蘇
軾
の
酒
と
藝
術
（
一
）
」（
『
言
語
文
化
論

叢
』
七
、
二
〇
〇
三
年
）、
拙
論
「
北
宋
繪
畫
論
に
お
け
る
『
逸
品
』
の
變
容
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
七
十
三
號
、
二
〇
二

一
年
）
參
照
。

（

）『
宣
和
畫
譜
』
卷
七
、
人
物
三
、
李
公
麟
條
（
津
逮
祕
書
本
、
下
同
）。

28
（

）
慧
洪
「
醉
僧
贊
」（
『
注
石
門
文
字
禪
』
卷
十
九
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）。

29
（

）『
東
堂
集
』
卷
四
（
四
庫
全
書
珍
本
）。

30
（

）
唐
李
肇
『
唐
國
史
補
』
卷
中
「
長
沙
僧
懷
素
好
草
書
、
自
言
得
草
聖
三
昧
。
棄
筆
堆
積
、
埋
於
山
下
、
號
曰
筆
塚
。
」
（
『
唐
國
史

31

補
校
注
』、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
二
一
年
）

（

）『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
卷
二
十
七
（
四
部
叢
刊
本
）。

32
（

）
北
宋
趙
令
畤
『
侯
鯖
錄
』
卷
四
「
蘇
州
僧
自
祭
文
」「
東
坡
云
、
近
在
蘇
州
、
有
一
僧
、
曠
達
好
飮
、
以
醉
死
將
瞑
、
自
作
祭
文

33

云
、
唯
靈
生
在
閻
浮
提
、
不
貪
不
妬
、
愛
喫
酒
子
、
倒
街
臥
路
、
想
汝
直
待
生
兜
率
天
、
爾
時
方
斷
得
住
。
何
以
故
。
淨
土
之
中
、

無
酒
得
沽
。」（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
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（

）
北
宋
慧
洪
『
林
間
錄
』
卷
下
「
醉
里
有
狂
僧
、
號
戒
道
者
。
依
止
聚
落
、
無
日
不
醉
。
然
吐
詞
怪
奇
、
世
莫
能
凡
聖
之
。
有
飮
以

34

酒
者
、
使
自
爲
祭
文
、
戒
應
聲
曰
、
惟
靈
生
在
閻
浮
、
不
嗔
不
妬
、
愛
喫
酒
子
。
倒
街
臥
路
。
直
得
生
兜
率
陀
天
、
爾
時
方
不
喫

酒
故
。
何
以
故
。
淨
土
之
中
、
無
酒
得
沽
。
」（
新
纂
卍
續
藏
八
十
七
・
二
七
五
下
）

（

）
北
宋
謝
逸
「
洪
覺
範
林
間
錄
序
」
「
每
與
林
間
勝
士
抵
掌
淸
談
、
莫
非
尊
宿
之
高
行
、
叢
林
之
遺
訓
、
諸
佛
菩
薩
之
微
旨
、
賢
士

35

大
夫
之
餘
論
。
每
得
一
事
、
隨
卽
錄
之
。
垂
十
年
間
、
得
三
百
餘
事
。」（
新
纂
卍
續
藏
八
十
七
・
二
四
五
上
）

（

）
『
嘉
泰
普
燈
錄
』
卷
二
十
九
・
偈
頌
「
酒
仙
和
尚
十
首
雜
詠
」
其
十
「
生
在
閻
浮
世
界
、
人
情
幾
多
愛
惡
。
只
要
喫
箇
酒
子
、
所

36

以
倒
街
臥
路
。
死
後
却
產
娑
婆
、
不
願
超
生
淨
土
。
何
以
故
。
西
方
淨
土
且
無
酒
酤
。
」
（
新
纂
卍
續
藏
七
十
九
・
四
八
一
中
）

（

）『
嘉
泰
普
燈
錄
』
卷
二
十
四
・
應
化
聖
賢
「
酒
仙
遇
賢
和
尚
」「
三
十
剃
染
圓
具
。
往
參
錢
塘
龍
冊
珠
禪
師
、
發
明
心
印
、
回
居
明

37

覺
院
。
唯
事
飮
酒
、
醉
則
成
歌
頌
、
警
道
俗
。
因
號
酒
仙
。
」（
新
纂
卍
續
藏
七
十
九
・
四
三
四
下
）

（

）『
呉
郡
圖
經
續
記
』
卷
中
「
明
覺
禪
院
、
在
長
洲
東
南
、
俗
所
謂
東
禪
者
。
晉
開
運
中
、
有
僧
遇
賢
、
姓
林
氏
、
常
以
酒
肉
自
縱
、

38

酒
家
或
遇
其
飮
、
則
售
酒
數
倍
於
他
日
、
世
號
爲
酒
仙
。
而
能
告
人
禍
福
、
必
驗
。
與
符
治
疾
者
、
必
痊
。
建
隆
二
年
、
來
居
是

院
、
創
佛
屋
、
修
路
衢
、
無
慮
用
錢
數
百
萬
。
雖
稱
丐
於
人
、
而
人
不
知
其
所
從
得
者
。
蓋
其
容
似
靈
巖
智
積
聖
者
、
而
每
與
人

符
、
以
陳
僧
爲
識
、
或
謂
爲
後
身
、
其
塑
像
今
存
院
中
。
」（
密
韻
樓
叢
書
本
）

（

）『
中
呉
紀
聞
』
卷
二
「
林
酒
仙
」「
國
初
時
、
長
洲
縣
東
禪
寺
有
僧
曰
遇
賢
、
姓
林
氏
、
以
其
飮
酒
無
算
且
多
靈
異
、
故
鄕
人
謂
之

39

林
酒
仙
。
口
中
可
容
兩
拳
、
嘗
醉
於
酒
家
。
每
出
、
群
聚
而
觀
之
者
不
絶
。
能
自
圖
其
形
、
無
毫
釐
不
相
似
。
好
賦
詩
、
雖
多
俗

語
、
中
含
理
致
、
然
亦
有
淸
婉
者
。」（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

（

）
『
大
智
度
論
』
畢
定
品
第
八
十
三
之
餘
「
是
菩
薩
於
衆
生
中
、
或
爲
父
、
或
爲
子
、
或
爲
師
、
或
爲
弟
子
、
或
爲
主
、
或
爲
奴
、

40
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或
爲
象
馬
、
或
爲
乘
象
馬
者
、
或
時
富
貴
力
勢
、
或
時
貧
賤
。
於
此
諸
事
、
亦
不
爲
染
汚
。」（
大
正
二
五
・
七
一
七
下
）

（

）
注
（

）
參
照
。
ま
た
、
智
積
菩
薩
に
つ
い
て
、
『
佛
祖
統
紀
』
法
運
通
塞
志
・
梁
武
帝
に
「
十
五
年
、
西
天
沙
門
自
圖
其
形
于

41

38

呉
中
靈
巖
寺
、
像
遇
夜
起
行
道
、
祈
禱
神
應
。
後
有
梵
僧
曰
、
此
智
積
菩
薩
也
」（
大
正
四
九
・
三
四
九
中
）
と
あ
る
。

（

）「
醉
僧
圖
頌
」（
『
東
坡
續
集
』
卷
十
、
明
成
化
本
）。

42
（

）『
蘇
軾
文
集
校
注
』
卷
二
〇
「
醉
僧
圖
頌
」
注
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（『
蘇
軾
全
集
校
注
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
、

43

第
十
二
册
、
文
集
三
、
二
二
三
二
頁
）

（

）『
鎭
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
錄
』（
大
正
四
七
・
四
九
八
上
）。

44
（

）
訓
讀
は
入
矢
義
高
譯
注
『
臨
濟
錄
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
、
第
三
十
八
刷
）
五
〇
頁
參
照
。

45
（

）
注
（

）
所
揭
。

46

29

（

）『
世
説
新
語
』
雅
量
「
夏
侯
太
初
嘗
倚
柱
作
書
。
時
大
雨
、
霹
靂
破
所
倚
柱
、
衣
服
焦
然
、
神
色
無
變
、
書
亦
如
故
。
賓
客
左
右
、

47

皆
跌
蕩
不
得
住
。
」（
四
部
叢
刊
本
）

（

）「
石
恪
畫
醉
僧
」（
『
北
湖
集
』
卷
四
、
湖
北
先
正
遺
書
本
）。

48
（

）
陸
游
「
昔
人
有
畫
醉
僧
醉
道
士
醉
學
究
者
、
皆
見
于
傳
記
及
歌
詩
中
、
予
暇
日
爲
各
賦
一
首
」
、
う
ち
の
「
醉
僧
」
に
は
「
靑
旗

49

獵
獵
秋
風
吹
、
長
甁
一
吸
亦
足
奇
。
但
辦
道
傍
常
醉
倒
、
不
須
解
作
藏
眞
艸
」
と
あ
る
。（
『
劍
南
詩
稿
』
卷
四
十
、
汲
古
閣
本
）

（

）
黃
文
雷
「
題
醉
僧
圖
」「
僧
之
飮
酒
、
地
獄
咫
尺
。
此
僧
飮
酒
、
天
龍
辟
易
。
僧
之
飮
酒
、
背
面
抵
諱
。
此
僧
飮
酒
、
口
角
觱
沸
。

50

披
毛
帶
角
卽
不
理
、
倒
堦
臥
路
而
已
矣
。
一
生
般
若
幾
杯
湯
、
箇
是
逃
禪
眞
法
子
。
不
憂
兜
率
不
著
渠
、
只
憂
兜
率
無
酒
酤
。
臨

行
自
謗
不
羞
恥
、
至
今
留
與
人
畫
圖
。
…
…
我
觀
此
僧
面
孔
眞
滑
稽
、
醉
中
定
解
草
聖
幷
賦
詩
。
當
其
幕
天
席
地
時
、
惜
無
人
以
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筆
墨
隨
。」（
『
看
雲
小
集
』、
宋
陳
起
輯
『
南
宋
六
十
家
集
』
所
收
、
汲
古
閣
本
）

（

）『
中
呉
紀
聞
』
卷
五
「
郭
家
朱
砂
圓
」「
郭
氏
本
郡
中
一
小
民
。
所
謂
林
酒
仙
者
、
每
至
其
家
必
解
衣
以
醉
之
。
酒
仙
遷
化
前
數
日
、

51

語
郭
氏
曰
、
疇
昔
荷
相
接
之
勤
、
以
藥
一
杯
爲
報
。
郭
氏
以
味
惡
、
頗
難
之
。
力
強
之
飮
、
至
三
呷
而
止
。
酒
仙
自
擧
而
盡
、
遂

授
以
朱
砂
圓
方
、
曰
、
惜
乎
、
富
及
三
世
爾
。
郭
氏
竟
售
此
藥
、
四
方
爭
求
買
之
。
自
此
家
大
富
三
世
、
之
後
絶
無
有
欲
之
者
。」

（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

（

）『
夷
堅
乙
志
』
卷
十
七
「
林
酒
仙
」「
崇
寧
間
、
平
江
有
狂
僧
。
嗜
酒
亡
賴
、
好
作
詩
偈
、
衝
口
卽
成
。
郡
人
呼
爲
林
酒
仙
、
多
易

52

而
侮
之
、
唯
郭
氏
一
家
、
敬
待
之
甚
厚
。
郭
母
病
、
僧
與
之
藥
一
盞
。
曰
、
飮
不
盡
卽
止
、
勿
強
進
也
。
已
而
飮
三
分
之
二
。
僧

取
其
餘
棄
於
地
、
皆
成
黃
金
色
。
母
病
卽
愈
。
且
留
朱
砂
圓
方
與
其
家
。
郭
氏
如
方
貨
之
、
遂
致
富
。」（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六

年
）

（

）『
嘉
泰
普
燈
錄
』
卷
二
十
四
・
應
化
聖
賢
「
酒
仙
遇
賢
和
尚
」「
有
頃
、
石
泐
後
泛
江
風
、
將
覆
舟
。
篙
人
大
恐
、
師
解
袈
裟
爲
帆
、

53

風
卽
轉
。
有
虎
入
城
、
見
師
跪
伏
、
師
撫
摩
、
虎
遂
去
。
」（
新
纂
卍
續
藏
七
十
九
・
四
三
四
下
）

（

）
「
凡
經
酒
家
、
退
則
座
客
常
滿
、
以
是
日
常
俟
至
、
聽
其
所
需
。
師
將
順
世
。
往
其
家
曰
、
平
時
飮
汝
酒
、
未
嘗
酬
直
、
今
酬
之

54

可
富
三
世
。
因
見
石
臼
、
遂
嘔
而
冪
之
曰
、
閲
三
日
可
開
。
三
日
啓
封
、
結
如
雞
子
、
乃
酒
黃
也
。
是
歲
疫
盛
、
沃
以
酒
、
服
者

無
不
愈
、
其
家
遂
富
。」（
新
纂
卍
續
藏
七
十
九
・
四
三
四
下
〜
四
三
五
上
）

（

）
神
通
力
は
一
般
に
、
神
足
通
、
天
眼
通
、
天
耳
通
、
他
心
通
、
宿
命
通
及
び
漏
盡
通
の
六
種
の
超
能
力
を
指
す
。
そ
れ
は
禪
定
の

55

修
行
に
よ
る
必
然
的
な
成
果
と
さ
れ
、
佛
敎
の
初
期
經
典
に
そ
の
内
容
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
阿
含
經
典
に
は
釋
尊
が
第
四

禪
ま
で
入
り
、
三
明
神
通
を
得
た
と
い
う
降
魔
成
道
の
話
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
神
通
力
に
つ
い
て
、
佐
々
木
閑
「
神
通
力
の
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獲
得
方
法
」（
『
禪
學
硏
究
』
第
七
十
二
號
、
一
九
九
四
年
）
、
平
井
俊
榮
「
神
異
と
習
禪
」
（
『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
』
第
三

十
二
號
、
二
〇
〇
一
年
）
參
照
。

（

）
神
通
の
目
的
に
つ
い
て
、『
大
智
度
論
』
初
品
中
欲
住
六
神
通
釋
論
第
四
十
三
「
問
曰
、
神
通
有
何
次
第
。
答
曰
、
菩
薩
離
五
欲
、

56

得
諸
禪
、
有
慈
悲
故
。
爲
衆
生
取
神
通
、
現
諸
希
有
奇
特
之
事
、
令
衆
生
心
淸
淨
。
何
以
故
。
若
無
希
有
事
、
不
能
令
多
衆
生
得

度
。
」（
大
正
二
十
五
・
二
六
四
中
）

（

）
例
え
ば
、『
高
僧
傳
』
神
異
篇
に
、
狂
氣
じ
み
た
行
動
を
と
り
酒
を
好
む
邵
碩
は
分
身
や
預
言
の
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
同
樣
に

57

酒
を
飮
む
釋
慧
通
は
復
活
の
術
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
續
高
僧
傳
』
感
通
篇
に
あ
る
釋
慧
達
、
釋
童
進
、
襄
州
禪
居
寺
岑
闍

梨
、
『
宋
高
僧
傳
』
感
通
篇
に
あ
る
釋
檀
特
師
、
釋
法
喜
、
釋
難
陀
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
神
異
篇
や
感
通
篇
に
收
錄

さ
れ
た
僧
侶
が
全
て
戒
律
を
守
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
神
通
力
で
有
名
な
佛
圖
澄
は
、
持
律
堅
固
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
（
『
高
僧
傳
』
神
異
上
「
竺
佛
圖
澄
」「
酒
不
踰
齒
、
過
中
不
食
、
非
戒
不
履
、
無
欲
無
求
。
」
（
大
正
五
〇
・
三

八
七
上
）

（

）『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
九
・
感
通
篇
第
六
之
二
「
唐
揚
州
孝
感
寺
廣
陵
大
師
傳
」「
釋
廣
陵
大
師
者
、
維
揚
人
也
。
…
…
形
質
寢
陋
、

58

性
多
桀
黠
、
眞
率
之
狀
、
與
屠
沽
輩
相
類
、
止
沙
門
形
異
耳
。
好
嗜
酒
啖
肉
。
…
…
或
狂
悖
性
發
則
屠
犬
彘
、
日
聚
惡
少
鬪
敺
、

或
醉
臥
道
傍
、
揚
民
以
是
惡
之
。」（
大
正
五
〇
・
八
三
三
下
）

（

）
大
正
五
〇
・
八
三
三
下
。

59
（

）
「
後
一
日
自
外
來
歸
、
入
室
閉
戶
、
有
於
門
隙
覘
之
、
見
大
師
坐
席
放
神
光
、
自
眉
間
晃
朗
、
照
物
洞
然
。
觀
者
驚
報
、
少
頃
寺

60

僧
奔
至
、
瞻
禮
稱
歎
、
或
有
懺
悔
曾
謗
之
者
、
或
有
彈
指
讚
詠
之
者
。
明
日
群
僧
伺
候
大
師
出
、
焚
香
致
禮
。
及
開
戶
、
瞑
目
如
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入
禪
定
、
已
長
往
矣
。
自
此
廣
陵
人
寫
貌
供
養
、
號
之
爲
大
師
焉
。」（
大
正
五
〇
・
八
三
四
上
）

（

）『
宋
高
僧
傳
』
卷
二
十
一
・
感
通
篇
第
六
之
四
「
唐
興
元
府
梁
山
寺
上
座
亡
名
傳
」「
釋
亡
名
者
、
不
知
何
許
人
也
。
行
終
詭
異
、

61

言
語
不
常
、
恆
見
者
弗
驚
、
乍
親
者
可
怪
。
平
常
酷
嗜
酒
而
食
肉
、
麁
重
公
行
。
…
…
時
群
緇
伍
一
皆
倣
習
、
唯
此
無
懼
。
上
座

察
知
而
興
歎
曰
、
未
住
淨
心
地
、
何
敢
逆
行
。
逆
行
非
諸
人
境
界
。
且
世
云
金
以
火
試
、
待
吾
一
日
一
時
試
過
。
開
成
中
忽
作
大

餠
、
招
集
徒
衆
曰
、
與
汝
曹
遊
尸
陀
林
去
。
蓋
城
外
山
野
多
墳
塚
、
人
所
棄
屍
於
此
、
故
云
也
。
上
座
踞
地
舒
餠
裹
腐
爛
死
屍
、

向
口
便
啖
、
俊
快
之
狀
頗
嘉
、
同
遊
諸
僧
皆
掩
鼻
唾
地
而
走
。
上
座
大
叫
曰
、
汝
等
能
餧
此
肉
、
方
可
餧
他
肉
也
已
。
自
此
緇
徒

警
悟
、
化
成
精
苦
焉
。」（
大
正
五
〇
・
八
四
七
中
下
）

（

）
大
正
五
〇
・
八
四
七
下
。

62
（

）
伊
吹
敦
『
禪
の
歷
史
』
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
年
）
第
四
章
參
照
。
ま
た
、
宋
代
の
文
人
と
僧
侶
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
長
谷
川

63

昌
弘
「
宋
代
に
お
け
る
藝
術
僧
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
佛
敎
學
硏
究
』
第
四
十
七
卷
第
一
號
、
一
九
九
八
年
）、
鈴
木
哲
雄
「
北
宋

期
の
知
識
人
と
禪
僧
と
の
交
流
」
（
鈴
木
哲
雄
編
『
宋
代
禪
宗
の
社
會
的
影
響
』
（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）
、
所
收
）
參

照
。

（

）
『
宋
會
要
』
に
は
「
伏
見
天
下
、
僧
尼
比
之
舊
額
約
增
十
倍
、
不
啻
數
十
萬
人
。
嘗
究
其
源
、
乃
緣
尚
書
祠
部
歲
出
度
牒
幾
三
萬

64

道
、
以
其
歲
給
數
多
、
民
間
止
直
九
十
已
下
緡
、
遂
致
游
手
慵
惰
之
輩
、
或
姦
惡
不
逞
之
徒
、
皆
得
投
跡
於
其
間
、
故
冒
法
以
干

有
司
者
、
曾
無
虛
時
」（
『
宋
會
要
輯
稿
』
職
官
禮
部
祠
部
、
徽
宗
大
觀
四
年
）
と
あ
る
。
ま
た
、
宋
陶
穀
『
淸
異
錄
』
卷
一
に
は

「
相
國
寺
星
辰
院
比
丘
澄
暉
、
以
艷
倡
爲
妻
、
每
醉
點
胸
曰
、
二
四
阿
羅
、
煙
粉
釋
迦
。
」（
寶
顏
堂
祕
笈
本
）
と
あ
り
、
宋
代
の

僧
侶
の
結
婚
や
飮
酒
の
破
戒
行
爲
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
注
（

）
佐
藤
書
第
十
六
章
第
一
節
「
北
宋
時
代
に
お
け

8
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る
佛
敎
界
の
樣
相
」、
注
（

）
道
端
氏
論
文
參
照
。

9

（

）
例
え
ば
、
北
宋
の
眞
淨
禪
師
の
偈
に
「
事
事
無
礙
、
如
意
自
在
。
手
把
豬
頭
、
口
誦
淨
戒
。
趂
出
婬
坊
、
未
還
酒
債
。
十
字
街
頭
、

65

解
開
布
袋
」
と
あ
る
（
『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
四
十
五
・
眞
淨
禪
師
偈
頌
「
法
界
三
觀
」
六
頌
其
四
、
新
纂
卍
續
藏
六
十
八
・
三
〇

〇
中
）
。
ま
た
、
南
宋
の
明
辯
禪
師
に
も
「
狗
子
佛
性
有
、
毗
盧
愛
飮
彌
勒
酒
。
狗
子
佛
性
無
、
文
殊
醉
倒
普
賢
扶
。
扶
到
家
中

全
酩
酊
、
胡
言
漢
語
罵
妻
孥
」
と
い
う
發
言
が
あ
る
（
『
嘉
泰
普
燈
錄
』
卷
十
六
「
湖
州
道
場
正
堂
明
辯
禪
師
」
、
新
纂
卍
續
藏
七

十
九
・
三
九
四
上
）。

（

）
『
宣
和
畫
譜
』
卷
二
十
蔬
果
「
僧
居
寧
、
毗
陵
人
。
喜
飮
酒
、
酒
酣
則
好
爲
戲
墨
、
作
草
蟲
。
筆
力
勁
峻
、
不
專
于
形
似
。
每
自

66

題
云
居
寧
醉
筆
。」

（

）
梅
堯
臣
「
觀
居
寧
畫
草
蟲
」（
『
宛
陵
先
生
文
集
』
卷
十
、
四
部
叢
刊
續
編
本
）。

67
（

）「
悼
演
述
二
老
僧
」（
『
梅
溪
集
』
前
集
卷
六
、
四
部
叢
刊
本
）。

68
（

）
北
京
大
學
古
文
獻
硏
究
所
編
『
全
宋
詩
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
第
五
十
九
册
、
三
七
〇
八
六
頁
。

69
（

）
注
（

）
李
氏
論
文
に
は
詩
僧
や
琴
僧
な
ど
の
藝
術
僧
が
多
く
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。

70

2
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圖

（
上
）
ア
メ
リ
カ
フ
リ
ー
ア
美
術
館
藏
（Freer

G
allery

of
A
rt

）

1

傳
北
宋
李
公
麟
「
醉
僧
圖
」T

he
D
runken

M
onk

圖

（
下
）
臺
灣
國
立
故
宮
博
物
院
藏

南
宋
劉
松
年
「
醉
僧
圖
」

2
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圖

日
本
京
都
私
人
藏

傳
南
宋
蘇
漢
臣
「
羅
漢
圖
」

圖

中
國
上
海
博
物
館
藏

宋
代
無
款
「
松
下
憩
寂
圖
」

3

4


